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大僣ノ内容’ヽ古タカラ個々ニ費表ジテ来タ事ヲ綜括ンテー通リノ筋道ヲ述べ、御斧

正ヲ請ヒタイ趣旨デアリマスガ、範園が廣汎ニナリマジタカラ、他ノ方ノ文獣ハ多

ク。･ヽ別ノ機會二譲りマジタ＝=･トヲ御了承ヲ願ヒマコス。

健康診断テ基礎トシテ結核憬防テ遂行シヤウト

スノレトゝ問題ニナルモノフjほ陶Ｌﾉ方法ト、

　

ソレ

テ賓際二有妓二普及サセルコ!ヽト、診断:結果ノ

處理二開７ヽル事項トノ三者デアル、其第一ノ問

題゛｀近年著シク進歩シタガ、第二、第三ノ問題

二就テヘ此際格段ノ努カヲ･要スルモノガアル、

殊二第三ノ處理問題二就テハ兎二角何トカー撫

ノ準備が出来テ居ルトイフノデナクテノヽ、折角

健康診断ヲ行ツテモ全ク無意味ニナツタリ、或

ノ哨]テヤラナカツタ方ガヨカツタカトモ思．ハl／

ルヤウナ結果ニナツテ、後こダ｀再ビヤレナクナ

ルト･fフヤウナ事サヘモ起り得ルノデアル、健

康診断ノヽ好イ事デーハアルガ、ソレノ訣鮎ノヽ人間

ノ弱黙トシテ怠り易ク、非常二行ノヽレニクイ事

デアル鮎ヲ常二眼中ニオイテ考ヘネバナラナイ、

ソレデ今日.ハ此ノ方面二就テ多ク述ベテ見タ４．

(１)健康診断ﾉ賞行二関スル問題

　　　

(Ａ)受診者二就テ

之レヲ個人的健康診査(個人健診)ト集團検(叉

ノヽ健)診ト二分ケテ考ヘル、治療魂助ノ指導が

信念ヲ以テ行．'゛レ得ルタにノヽ、個人的診査が

必要デアル、白ラ健康ト思ツテ居ル各個人が白
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晋的二診査ヲ求､･･テ来ルヤウユト・1フコトノヽ容

易二行ノヽレルモノデハナイカラ、健康診査普及

ノ開拓方法トシ、個人診査ノ橡備方法トシテハ

集團検診｡・ヽ最モ妓果的デアル。

語鐸

　

用語ハナルペ｀ク統一シタ方ガヨ４ト考へ

集團検診ト･fフ語ヲ用ヒタガ、ソレニ就テ､八一

言説明シテ置キタイ鮎ガアル。

(A) Reihenuntersuchung集團検診叉ハ集團健

診二就テ

私ハ昭和３、４年頃二初ノテ健康診査普及ノ必

要ｦ･唱道シタ常時、米國ノ延命協會Life Ex-

tension Institute　ノ例二傲ヒテ、誕生日健康

診査(個人診査)、家族的健康診査ナド冊シ、ソ

゛レト拉柵スル篤ノ'團膿的健康診査ト・1フ語テ用

　

ヒタ、此ノ語ハ健康診査ノ普及ヲ促フ、方法トシ

　

テ唱ヘタモノデアツタ、漠然トフ解セシムルヨ

　

リ｡ハ受診観念チ起サシムル鴇ノニ有斂ト考ヘタ

　

カラデアツタ。

其後外國デモ諸氏ノ報告二於テ受診者テ色々二

分ケテ居ルノテ見タガ、其内デハBraeuning

氏ノ後ノ分類(初ノノ分類ハモツト細別シテア

ツタ)ト云ノペレノレ分ケ方卸チ(１)開放性結核患

者ノ周園ノ人間、(２)庶民ノ集團、(３)個人ト

此３者二分ケル別

分ケ方トモ一致シテバト考ヘテ居タ、之レノヽ

Keyser-Peter sen氏j Ober Reihenuntersuc-

hungen mit Rontgenstrahlen (Ergebnisse der

gesamten Tuberkuloseforschung,Band VIII, 1937)

　

ニ於テ諸氏ノ説テ見テ漫然トサウ考ヘテ居タノ

　

デアツタガ、暫クKeyser-Petersen氏ノ論文テ

　

參考トシテヤツテ居ル内－、結局上記ノヤウェ

　

個人診査ト集團検診ノニツ二分ケルノガ最モ合

　

理的デアリ賞用的デアルト考ヘルニ至ツタ。

　

Keyser-Petersen氏モ受診者タル集團ノ種類二

　

従ツテノ分類ラシテノヽ居ルガ、ソレノヽ集團検診

　

ヲ施用スル上二於テノ分類二過ギナク、且叉之

　

レテ我邦デ賓施シヤウトスルト、ソレトダヽ多少

別二考ヘタイ黙が起ツテ爽ル、此J Reihenun-

tersuchung ､ハ由来Gruppen- Oder Serienun-

-tersuchungトイフ語ト同ジ意味二何時ノ頃カ

　

ラカ使ハレタモノデアルガ、同氏ノ考ヘデハこ

341

レ.八本来ﾉヽ技術上ノ事柄デアル、ソレデ同氏,ハ

例ヘバy‾レンlヽゲン｣集圃洽説R6ntgenreihen-

durchleuchtung叉ハ略痰ノ集團的楡診reihen-

m§.ssige Auswurfuntersuchung等ノ如クニ使

ツテ居ル、こレハSerieトイフ語が同種類ノ物

ノReihe oder Gruppe(此ノ２語鉉ニノヽ同意義

二用ヒラル)ヲ意味ﾌヽルコトカラ考へ得ル如ク、

其診査グケテ各人一次カト行ツテユク意味ト

見テヨカラウ。

　

ソレデ吾カノ考ヘノヽドウカトｆ

フト盲際二集團二對シデ健康診査ヲ行フ時ノ賓

施方法ガソノヤウニナルトイフ事貨ト、白分ガ

最初カラ従来一般ノ健康診噺トイフ語テ用ヒズ

ニ、特二新シキ健康診喪トイフ語テ用ヒテ来タ

理由ガ個カノ診査技術ヲ目常テニシテ来タモノ

デアル観念トノニツノ黙カラ、同氏ノ意見二次

第二共鳴シテ来タ、斯クシテ枝術的二見ルト４

フ観念二立ツテ見ルト前二述ベタ如キ私ノ所謂

家族的健康診査、叉ハBraeuning氏ノ周園楡

診等ノ語ハ受診者タル人間ノ種類カラ云ツタ語

故、混�テ避
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カ、｢レントゲン｣線二依ル學生ノ集團検診トカ

云フ如キ風二柵ス・゛キモノト考ヘル。

(Ｂ)論ト註叉ハ鯨ト訪

余等が奮来一般ノ健康診断ト云フ語サ用ヒズユ

健康診査ト稀シテ来タノハ、上述ノ如ク診査技

術チ目常トシテノ事デアツタガ、ソレハ例ヘ

バ赤血球沈降速度が多イガ他二何モ確賓ナ所見

ノ無イト云フヤウナ人ニノヽ、毎月一同赤沈検査

二来院セシｙルトカ云フ如キ場合モアルカラデ

アル、其最初､ハト云ヘバ吾カノヽ初刈

ニシタノデ、検温グケヲ･橋績的ニヤラセタト･f

フ如キコトカラ始マツタノデアツタ、、

｢レントゲン｣集團検診ナド将スルモ適切ト思ノヽ

レルガ、個人診査ノ場合ニノヽFレントゲン｣検診

ト云フョリハ｢レントゲン｣診査ト言フ方が使ヒ

慣1ノタタ八

何l／デモヨイトシテ、唯従来健康診断普及ノ唱

道二没頭シテ来タ者ノ頭ニハ、診査ニシテモ検

診ニシテモ共二其上二健康ノ２字ヲ加ヘテ｢自

ラ健康ト思ツテ居ル中二診査ヲ受タヨ｣ト４フ

注意喚起二努ｙタイ、然レバ略語トシテノヽ集團

健診トナル譚デアル、集團ノ場合ニモ個人ノ場

合ニモ、健診ノ語ハ吾。々トシテ。・ヽ日常使ヒ慣レ

テ居ル所デアルガ、平素別二耳障リェモ感ジテ

居ナイ、姑ク記シテ後日ノ參考トスル。

診査叉・ヽ検診ノ外二宍茸来一般ノ診察ト･fフ語

モ茲二考ヘラレルガ、個々ノ検査グケノ場合ナ

ドユハ感ジガ合致セヌデアラウ、、

【第18巷

講演ノ目的

　

健康診断ノ領域ノヽ廣汎デ必ズシモ

結核病トノしヽ限ラズ、診査ノ方法モ亦其ノ目

的二庶ジテ良更シテ行カネバナラナイコトハ勿

論デアルガ、次二述ベル所ノヽ主トシテ結核像防

ノ目的テ中心トシタモノデアル、結核像防ノ集

團検診ニハ患者ヲ摘登シ、以テソノ周園ヘノ傅

染子防止ノ、ルトイフ疫學的ノ大目的モアルガ、

茲ニダヽ其ノ方面デナク患者、虚弱者ノ登見二次

・fデハ登見サレタ患者、虚弱者本人ノ篤八ﾉ問

題トイフ側カラ一般醤師ノ賓行問題テ目的トシ

テ述ベル。

値力國家管理モ将二行メ､ペレントスル今日、賓際

有敬二健康診断ノ普及ヲ圖ランニノヽ、受診者ノ

協力心テ高ノルコトガ最大ノ要訣デアル、故二

受診者二對シテ努ノテ強制的施行ノ不快感テ奥

ヘデルヤウ診査技術及ビ診断結果ノ處理方法等

二就キ像刈主意深キ研究テ遂ゲネバナラナイ、

コノ間ニハ軍二純科學的ト通常考ヘラレル所ノ

見知ノミデ強行シ得デル場合モアル事ヲ知ラ木

バナラナイ、詰り醤學ノ範園タンゴ迄押シヒロ

ノテ考ヘネバナラナイ、吾々ノ過去十齢年間ノ

成績二於テモ健康診査二依ツテ賓際ノ成績テ畢し

ゲテ家タ多叡ノ勝利者へ結局引績キ個人診査。

ニ依ツテ橿緬シテ来タ人々デアルコトテ考ベル

ト、受診者ノ興味ト理解トテ喚起シ、協力心サ

高ノ･シムルコト､ハ純科學的方面ノ研究二劣ラデ｀

ル有用ナ考慮デアル。

(Ｂ)症候及ビ診査方法二就テ

個人的健康診査ノ場合二於テ､・ヽ、其必要二息ジ

精細簡略種々二行ノヽレルガ、何レニシテモ原則

トシテ．・ヽ｢レントゲン｣診査、殊二寫具診査尹行

フコトーシテ'置カネバナラナイ．

集團検診ノ場合ニノヽ白ラ趣テ異ニシテ居ル、剖]

チ集團検診二在リテノ'ヽ全部ノ者ニ｢レントゲン｣

寫具診査ヲ行フコト・ヽ不可能ナル故(今日ノ間接

撮影．･ヽ別トシテ)先以テー般診査就中１、２ノ特

殊診査二依ツテ、｢レントゲン｣寫具診査ヲ･要ス

ル者ヲ選揮シヤウトスル時、主トシテ如何ナル

徴候二着目シテ集團検診テ行ヘバ、｢1ノントグ

ン｣寫其二肺結核病竃テ有スル者ヲ最モ好ク稜

見シ得ルカノ研究二就テノヽ、吾｡々ノヽ健康診断ノ

唱道､賓行二着手シテ以来、學界ノ進歩二件ツテ

３、４期テ経験シタ其大醒ヲ次表二纒メテ恥ﾀ。

最初ノ'ヽSubfebrileTemperatursteigerung が

診断治療ノ基礎ノヤウユ考ヘラレテ居タ時代デ

アツテ、偶１日本人二微熱程度ノ高値温所有參
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第１表

　

集團検診経過表

「レｙトｙｙ」診査ノ必要ヲ設ク

接温二學校ヨリ微熱ノ我見ガ恐レラLノタル時期モアリ

微熱ヲ有jスル人意外二多ン

　

毅熱ニハ不明ノ原因二依ルモノ多キコトガ分ル

＝赤沈二重艶ヲ置･7、「ヅノえニ就キ生徒ノ家庭二間

レ喉ズルモノナン。定期診査必要トナル

年々ノ定期診jたヲ行フ

「ツ」.反ヲ恐ﾉl/ヽ者ナシ’

初感染間題重要トナル

’赤沈其他的確ノ徴候十シ
!
間接撮影ノ鹿用

つ

１

343

市、四孵（昌?年?

敬愛小學膜て昭和４年犯

　

１野方小學校(昭和４年礼

　

-一一一舛家庭術生普及會(昭和４年来ｯ

某々幼稚園万昭和11年来．
一一一一
某

　

餓

　

工

　

場(昭和11年軋

１某官廳従業ａＡ(昭和10年来ﾑ･

ｉ某印刷會此Ｂr昭和11年軋

｜某電機工場Ｃ(昭和11年来)

　　　　　　　　　

(註)ＡＢＣＤハ第２表二集團名ヲ略示.スルエ備フルモノ

ノ非常二多イノエ気付イタ常時ブアツタカラ

　　

モ賞行困難ノ舒會事情二遭遇シタ時代アリ、叉

く昭和２年結核第５妓石川友示氏ト共涯、所謂健凍者

　　

｢ツベルクリン｣皮内反息テ生徒父兄ノ１人モガ

就中生徒二於ケル検温成績)第一二微熱テ目常テ

　　

希望シナカツタ時代モアツタ(第１表參照)．

　

、

トシタ、然ルニ病竃登見卒ハ甚グ少ク、叉其後敷

　　

ソフ診査方法７内｢シシトゲシ｣診査タ｀従来ダ｀透

年間観察フヽルモ、ソノ微熱所有者カラノ肺結核

　　

硯ト普通７寫具診査トフニクデ’ツテヽ大値二

登病ハ甚グ稀デアツテ、加之結核未感染者ニモ

　　

、ハ現場へ出張シテ爾他ノ諸診査ヲ行ヒ、ソレニ

ｒこ仁こ繋言ム]謡才難玉鮮言七言ｙ

頚腺腫脹等モ調査シタガ(昭和５年結核第５琥田

　　

・丁キ者ノ選揮が骨ノ折レル一ツノ難問題デアツ
深秋作報告、検温ヲ中心ト.スル生徒健康診査ノ成績)

　　　

タ、然ルニ昨年カラハ間接撮影ヲ･燃用シタモノ

結果’゛同様デアツタ⌒次ニ.’｀赤血球沈降速度ニ

　　

デハ大二状況が違ツテ爽タ、斯クシテ諸種ノ診

頼ツタ時代モアツタ、其他叉能フ限り各種ノ検

　　

査方式ト｢レントゲン｣診査諸法トラ組合ハセ、

査ヲ･行ツタ、而シテ此ノ経過ノ中そハ検温サヘ

　　

一面受診團膿ノ目的希望二慮ジツヽ或ハ精細

　　　　　　　　　　　　　　　

第２表

　

集團検診諸方式表

所 人員　必　　　　査　！　　「レ　　ｙ　ト　　ゲ　ソ」
　　　　　　　　｜

診　査

　　　　　　診察、血尽、「ツ」反

Ai　　427　赤沈、補結､肺活量、･万機煥ﾉ「フィノレ･ム」106人
　　，　　　身長、骸重

１

ｌ

C　　2087　　同
勺こ仁2o8人I

Ｂ 212　同　　　　　　　間　　接69大仁よ言1八－‾‾

　　　　　　　「A（　257　診察､「ッ」反､赤沈､（接痰八間　　　接219人ドフィルム」tl ｋ

A3 34 間　　　接　34人 「フイルム」　4人

A4 80　’診察、赤沈、（接痰）　　（「ポータブル」透殺） 希望者寫武等 診　査

Ｄ 32　嘉言讐緊ﾌ高配月白9¨y42ヶn

　　血球像　　　　　ご
（註）ＡＢＣＤ・ヽ第１表ノ集團名ヲ示jスモノ、Ａノ1、2、3､4ハ各種ノ組二分ケテ

　　　

行ヒタルモノ、（検痰≫ヽ喀痰提出ヲ命弘タルモ持參セザルモノ
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ニ或ハ簡略二種カナ方式ヲ賓行シテ見タ(第２

表)。斯クシテ諸種ノ診査方法二依ツテ集團検

診テ行ツタ成績ノ詳細ダヽ後日ノ登表(近イ中ノ

｢結核｣ノ像定)ニ譲り、茲ニハ其結果二就テー言

綜括的二述ベルト

　

｢１同ノ診査二於テ、一ツノ徴候テ捉へ、

　

ソレ

　

ヲ'目常ニにレントゲン｣診査ヲ行ヘバ集團検診

　

二於ケル病竃ノ馥見が容易デアルト云フヤウ

　

ナ的確ナモノノヽ見常ラナイ、他ノ不明ナ原因

　

二依ツテモ相似タ状態が多ク起ルトイフ徴候

　

が多イ、但シ橿績的二診査シテ居ル途中カラ

　

今迄ナカツタ症候が新タユ現ダヽレテ来タ場合

　

ニ｡ハ大二警戒ラ要スルモノアルテ見タ｣

1ヽ云フコトニナル、今諸徴候ノ内、茲二一言シ

テ見タイノダヽ微熱ノ問題ト、定期診査二於ケル

｢ツベルクリン｣皮内反廳反復ノ期間研究ノ問題

ト、病竃登現時ノ症候二開スル１、２ノ所見デア

ル、叉略痰検査ノ意義等二就テハ後條二述ベル。

健康診断ノ場合微熱問題二於テ考ヘラレノレノペ左

ノ諸鮎デアル。

1．

　

結核症二開係ナキ不明ノ微熱が大多敷ナリ、徒ラ

こ焦慮セジメタコ１ヽ

２．

　

外来受診者／訴ヘノ中微熱ハ最モ多シ(感冒後

等)此鮎二依り微熱問題川建康診査普及二寄輿セリ

３．

　

微熱アル者二隠レタル結核症アレバ無熱／結核

症ト｡・ヽ大差アリ、結核症ノ有無二就キー鹿ノ精査ヲ

要jス

４．恢復期渥動最壇加ノ際不明ノ微熱二迷ハサ1，無

盆ニ長ク拘束ご

５．

　

以前二無カリン戦緻性微熱新二費｡スレパ警戒ヲ

要ス、平素折々2、3日以上戦績検温ヲナシ遺ケバ診

断ノ際有盆ナリ

6．

　

御経性其他各種疾患ノ微熱ヲ我フ､ルモノトノ鑑

別ヲ要ヌ

　　

｢ツベルクリン」皮内反感反復ノ期間問題

初感染時期ノ脅見が重要1ヽナルニ従ツテ、定期

健康診査トシテ・ヽ｢ツベルクリン｣皮内反庶反復

ノ期間テドノ位ニトルカ・ヽ重要ナ問題トナツテ

家ル、昭和12年ノ本總會二於テ有馬頼古君ノヽ

毎月｢ツベルクリン｣皮内反施ヲ追究スルヲ･危瞼
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トシ、「ツベ｀ルクリン」皮内反廳ヲ無用トスルト

ーデ極言サレ、諸氏カラ多クノ議論モ出タ、其

常時自分モ追加トシテ「ツベルクリン」反息陽韓

ノ翌月、翌カ月等二既二明カナル肺浸潤、肋膜

炎等テ起シタル病例テ太田氏ノ例二於テ見タ事

アルテ述:ｇタガ、自j11Sこ殺シタモノカ、「ツベル

クリン」反恵カ殺病ヲ促進シタモノカノ判断ノヽ

ムゾカシイト考ヘタ、吾｡々ノ集團検診デハ通常、

毎年１同宛行ツテ来タガ、前二述ベタ如ク、陽韓

ノ翌月叉ノヽ翌々月二著宛ノ現ノヽレルモノモアリ

得ルニ於テノヽ、モツト早期二殺見シタキ病例多

カルベキ筈故、何等心配無ク短期二反復シ得ル

ノ期間ヲ研究シ蒙ネテ稀輝度等トノ開係、爾他

ノ「ツ」反術式トノ選揮如何等ノ黙モ明カしシ

才クコト・ヽ定期健康診査ノ上二於テダヽ殊二重要

デアル。此ノ目的デ東京市療養所ノ過去16年間

ノ看護婦及ビ同見習生二就キ第３表ノ如ク分類

シテ患者叡ノ殺生状況及ビ其ノ病状等ラ調査

シ、之レニ諸種ノ條件ラ參酌シテ判断シテ見タ。

　　　　　　　　

第

　

３

　

表

大正13年一昭和６年ノ

年間(｢ツ｣反施行セズ)

昭和14年

難応1誂＞1．787人

-一一
｢ツ｣反毎月ノ看護婦若
干名ト爾仙ノ大名珊ノ

儲習生32人「ツ」反

て一部４叉ノヽ３ヶＪ

此ノ調査結果｡ハ軍二敷字グケデ・ヽ決セラレタ色

カ･ノ條件ノ顧£ネバナラヌモノガアルノデ、詳

細ノ｀ヽ後ノ報告ノ際二譲ルコトトスルモ、兎二角

夫等ノ結果ニョリ毎月追及ノ可否二就テノヽ一慮

惜重二検討スル必要アルコトテ感ジテ居ル。

之等ノ開係デ一方ニーハ叉「ツベルクリン」反庶ヲ

行ダヽズシテ爾他ノ症候ニョリ初期ノ病竃ヲ･散見

シ得デルヤニ就キテモ考究シタガ、毎２ヶ月ノ

健康診査ヲ･硫績シ行キタル者二於テノヽ、先ヅ以

テ違和二気付キ然ル後初ｙテ「レントゲン」線寫

具、「ツベルクリン」反息等－ヨリ陽性ノ結果

ヲ確カムルヲ得タモノモアリ、叉「レントゲン」

寫翼ニテ初ノテ多少ノ疑問テ起シタ如キ｡者モ

アツタガ、何レモ著明ナ病者ニー・ヽ至ラズエ臍ン
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ダ．其際症状トシテ気ゾカレタモノ､ハ、熱、脈

拝頻敬、赤沈増加、血歴下降、幄重減少等ノ噫

化、或.ハ感冒症状、疲レ易キコト、食慾不振等

デアツタ(後條(３戸Ａ)參照)

症候ノ方カラノ診断難が上述ノ如クデアル今日

トシテノヽ、集團検診二於ケル間接撮影ノ妓果・ヽ

偉大デアル、健康診断ソノモノノ使命トシテ・ヽ、

病者、虚弱者、未感染者等テ診定シ、病者等ニ

．ハ醤師ニカカルベキコトノ注意テ貢フレ八一座

ソレニテ解決シタモノトシテョイ筈デアル、少

クトモ集團検診二於テノ｀ヽザウデアツテ、ソレニ

ノヽ間接撮影ノヽ最モ適切ナ方法デアル、殊二醤師

ノ仕事が簡軍ニナル鮎二於テ従来ノ諸診査二比

シ大ナル特徴ガアル、然レドモ治療憬防ノ賓際

的指導ヲナス上二於テノヽ更二精査セオバナラナ

４、個人診査二於テ､ハ如何ナル程度ノ治療憬防

二該常スル状態ナルカ列言ぶヲ以テ診定スノレコ

トガ必要ナル故、初ノヨリ普通ノ直接撮影テ原

則トスベキデアル．吾カ・ヽ一昨春来戦時下工場

結核ノ防過ノ急務タルコトヲ唱ヘテ、研究二努

ノ1タノデアルガ、其結論ノ第１要鮎ノヽ間接撮影

装置ノ運搬用ノモノガ製作サレ(此ノ製作ヲ昨

年姦谷製作所二交渉シタガ今日デ､ハーグ困難ト

ノ事デ其位トナツタ)各工場ニ．・ヽ取締規則テ以

345

テ、ソレニ適フ、ル電気にコンセント」テ1薩ヘシメ、

定期定期二其場所二行キテ、簡便一診査スルコ

トノ賓現ヲ圖リ、法令デ働行ヲ期スル以外ニ.ハ

今日ノ繁忙ナルエ場二對シテノヽ有カナル健康診

場課川刎

援助ノ下二行ノヽレタ研究デアル故、特二之レヲ

述ベテ謝意ラ表シテ置ク。

縫絹的診査二適富ナル健康診査用にカード」ノ形

式ノ共通的ナルモノヲ協議決定シテ、世間一般

二施用セシムルコトノヽ、健康診査普及上最モ必

要ナー問題デアル。之レニ依テ平素ノ記載が保

存セラレルト、新タニ殺シタル徴候ノ判断が早

１、例ヘバ幄温ノ如キモ2、3日間以上宛縫梢検

温シタモノテ記載シテオクト、熱候ノ殺シタ時

所謂不明ノ微熱トノ匯別が容易デアル、此ノ

「カートンヽ軍二結核用ト･fフ如キ感ジテ呉ヘタ

方が有益デアル、叉訣陥テ記入スル外、注意事

項、治癒賓績等モ記入シ得テ、健康診断が軍二

病者摘殺ノ方法ノ如キ感ジヲ典ヘズ、疾病ノ憬

防、生命ノ延長、活動能カノ維持費達二資スル

方法タル如キ意味二理解セラレルヤウ注意スル

コトガ現在ノ所定期健康診査普及ノ困難ナル一

面ノ事情テ克服スル上二殊二必要デアル。

(２)診断結果ノ處理二開スル問題

處理方法ラ考ヘルニ就テノヽ、如何ナル程度ノ處

　　

テ知ラネバナラナイ。

理テ要スル者が、ﾄﾞﾉ位ノ数二上ルカテ先ヅ以

　　　　　　　　　　　　　　　　

(Ａ)病竃ノ発見率二就テ

昭和12年ノ本總會(結核第15巻第５琥、定期健

康診査ト職業乃至職業療法ノ開聯)ニ於テ、吾

.々ノ集團検診二於グル肺結核患者ノ馥見卒､ハ

｢全人員ノ２％鈴二営ル人数二肺結核患者ト梧

スベキ徴候テ散見シ、ソノ2、3倍或ハ尚ソレ以

上ニモ常ル人二夫々像防的注意ヲ要スル｣トイ

フ成績デアツタ事ヲ･述べ、之レ刈

依ル成績グトシテ置イタ(但シ寫具ハ各人背腹

方向１枚宛デアツタ)、併シ賓際ニ､ハ病竃ノ登

見率ノヽ、如何ナル程度ノ｢レントゲン｣像カラチ

問題トフ､ルカノ標準ノ取り方二依テ大二異ルモ

ノデ、吾カノ所デモソレニ依ツテ色々ナ散字が

出テ居ル。例ヘバ初感染者ナドデーハ僅カノ陰影

モ問題ニフ、ルコトニナリ、活動性症状二似タ徴

候テ有スル者二於テモ亦同様デアル、反對二叉

相常明カナ病竃ガアツテモ、何時ノ頃ヨリ同様
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ノ状態デアルカノ既往症ヲ･能ク聴取シタリ安静

休養仕事ハドンナ状態二在ルカヲ･能ク軋シタリ

スルト、比較的安心こ扱バレル者モアル、故二

處理ノ方法､程度ヲ標準トシテ診断スルト（換言

スレバ「如何ナル處理方法二該常スル病状ナル

カ」ヲ診断スルト４フ考ヘデアルト）「レントゲ

ン」像グタエ就テ判断フ、ル場合トノ･ヽ除程違ツテ

来ル。處理ノ方法、程度ヲ標準トシテ考ヘルニ就

【第18巷

テノヽ、受診者ノ事情ヲ考慮二入レネバナラタコ

トモアルガ、ソレノ｀ヽ學術的良心二背４テスルト

イフ鐸デハナク、其根本ノ理由ノ｀ヽ結核病ノ特性

トシテ其像後軽過が非常二廣イ範園デ動揺ｘ7レ

モノデアルト４フコトカラ来ルモノデ、ソレ.ハ

廣ク各種ノ方面ノ患者テ扱フニ連レ、盆.々張ク

認ノラ1ノテ来ル経験上ノ事賓デア.､レ、其鮎ヲ次

項二於テ述べ｀テ見ヤウ．

(Ｂ)病状、経過二就テ

前記昭和12年ノ本總會二於や健康診断二依ツ

テ登見サレタ肺結核患者へ著明ナ病竃テ持テ

居テモ意外二能ク仕事二堪エテ居ルコトヲ述・ヽ

テ置イタガ、従来ノ普通ノ患者テ扱ツテ居タ御

同様トシテ､ハ相常ナ違ヒガ感ゼラレル、軍二仕

事二堪エフレト云フバカリデナク生命二對スル諜

後モ亦意外一良好デアル。

安静休養テ必要トフヽル根本原則､ハ固ヨリ不動ノ

大方針デアルガ、ソレニ就う・モ従来普通ノ肺結

核患者ヲ･扱ツテ戦々競々其ノ作業程度テ考へ'テ

来タ者ノ頭ニ・ヽ、ドウシテモ意外ト４フ感ジガ

起ル、ソレデ患者ノ赴會的事情モ酌ンデ適営ナ

指示テ奥ベルト４フコトノムヅカシサガ感ジラ

レル、 今東京市療養所二於ケル多数ノ患者ノ所

見ヲ中心トシテ、之レニ種｡々ナ方面ノ観察ヲ比

較シテ見ルト、大健二其ノ概念が得ラレル。

現今ノ我邦下層階級二於ケル肺結核患者ノ死亡率ヲ

知ルー助トシ'テ、東京市療養所患者ノ生退所1ヽ死亡退

第４表

　

軽症(療養練習者等)ノ比較的多ク入院jスル市内某病院一部ノ概況

　　　　　

昭和３年12月１日ヨリ昭和12年２月末迄二入院セ

　　　　　

s／者ノ調査．15年２月末日現状ノ判明セル者二就テ

東京市療養所患者ノ

　　

経過一般
昭和７年中有料入所

　　

患者全部

　　仕事程度匹
普通 七八分 五分 二三分¦　○ 死亡 計　　り生退所死退所

　　　リ　　　　↓I

計

10日以内　｜ 29　　，i　　291　　　　　　　1 ９ 71 1

315

　1392

-
１･ヶ月以内： 29 29

・ヽ・ヽ
35 104

２ヶ月以内’ 27 27「『．」 49 78

３ヶ月以内
１｜

13　1　13J　F11 7: 36 62

６ヶ月以内１ 19 19　　J 70 77
-
１年以内 12 12 58 61

２年以内 ゛　　　｜ １ 10 10 54 31

３年以内
ｌ　　　　　　ｉ　　　　　　，

　　　　　　Ｉ　　　　　　； ８ 　8　　　　　〕13

　　　匹52　　　　　リ　　8
　　　　　　　　　1，

11

４年以内 34　　1　　　5 ４ ３　１　２ ４ ３

５年以内 26 １ ２ ３ ６ ６ 　- 44 ８ ３

６年以内 30　1　1 １ ４ ９ ３ 　　　　　　　-48　　　　1 ３ ０

７年以内 29 ３ ０ ３ ２ ２ 39 １ ０

８年以内 30 ２ ０ １ ０ ０ 33　　　　1 １ ０

９年以内 34 ０ ３ ０ ２ ２ 41　　　　　i

10年以内 38 ０ ０ １ １ １ 41　　　　　M

11年以内 28 １ ０ １ ０ 30　　　　　　　　j

12年以内 ３ ０ ０ ０ ０ ３

252 13 10 16 22 165 478 リ 501 846
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第５表

　

恢復期訓練患者(非開放性)ノ経過

　　　　　

(東京府静和園共同調査)

４観察期間・ヽ東京市療入所ヨリ東京府静和園

叉・ヽ退園後ノ昭和14年４月末日迄

４仕事程度．･ヽ在園中ノ状況ヲ記ス、其後一層

　

良ナノl/者多ｙ

４仕事程度Ⅲ一重イ仕事、Ⅱ.・ヽ中等度、Ｉ ､・ヽ

　

軽ｆ仕事

　　仕事程度J
Ⅲ Ⅱ Ｉ　散歩安静計 死亡

(１年以上)
　２年以内

２ ２

３年以内 ５ ２ ５ ６ １ 19 １

４年以内 16 ８ ２ ２ １ 29 1　3

５年以内 22 ９ ２ ６ ５ 441 2

６年以内 16 ８ ３ １ 28

１７年以内 14 ２ １ ２ 19

８年以内 ３ １ １ ５

９年以内 １ １

計 78 29 13 16 11 147 ７

　

昭和14年４月末日現在

　

良98

　

中42

　

不良７

所トノ割合ヲ見ゾトヌルニ、本所ノ無料入所希望者ノヽ

申込後ノ停滞が長キ時・ヽ11ヶ月除二亙レル＝=･トア

リ、現在大二減ジタルモ尚6、7ヶ月ヲ要.スル状態

二在ルヲ以テ、其同二死亡.スル否が大多数デ、祀會

ノ賓情ソノ僅ヲ表ノヽ.スモノト見ルロトガ出来ナイ、有

料入所者モ今日ニテ､ハ申込後普通2、3週間乃至１ヶ

月位ヲ要ヌルガ、昭和７年ノ有料開始常時ニハ大髄申

込後2､3日中二入所ン得ラｙタノラ゛アルカラ、今試

二昭和７年中二入所シタ有料患者二就キ生退所、死亡

退所者ノ結末ヲ調査ヅタノl/ニ左表二示ﾌﾞ

345名二對ジ死退所・ヽ501名テ而カモ３夕月以内ノ

死亡者ノヽ其内315名、半年以内ノ全死亡者・･ヽ392名二

逞ヅテ居ル、之レハ今日ノ東京市内ノ下層階級二於

々ﾉl/肺結核患者病勢ノー般ヲ示.スモノト見ル＝=･トガ

出来ル．

之レニ比較jスル焉メ、健康診断二依り我見サレタル軽

症良性ノ患者が療養練習ノ目的テ’入院－スル掘養室ト

普通ノ病室トヲ装本定期受診ノ風習養成二努メテ居

ル成器寮喬館(東京奮市域内二在０ニ於テ昭和３年

12月１日ノ開院以来昭和12年２月末日迄二入院ジタ

ル全結核患者二就キ、昭和15年２月末日現在ノ状況

ヲ退院者二照會ヅタル答申ヲ綜合スノ1/ 1ヽ左表ノ通り

こナル、之レニテハ最モ新ジキ患者ニテモ入院受療ノ

347

初メヨリ.・ヽ既ニ３年ヲ経過セルヲ以テ、単二生存セル

ノｉニテモ大昔／ヽ良好ノ経過ト幕シ得ルデアラウガ、

其仕事恢復者ノ率モ極メテ良好ニテ、大部分．･ヽ普通ノ

仕事二従事ンテ居ル＝=･ト左表ノ通りﾗｰ゛アル、斯カル病

院ニテモ現在ノ祀合状態二郎態シテ死亡前二駆ケ込

ム患者ノ相宿数二逞ヌル==･ト・ヽ止ムヲ得ザル所デア

ッテ、半年以内ノ死亡者ヲ全員中ヨリ差引ク1ヽ大多数

(約70％)が普通ノ仕事二服ｙ居ルト云フ＝=･トガ一層

二顕著二感ゼラレ・ﾉ1／、(但シ此外照會二對シテ返事ノ

来ナイ者262名ト死亡時日不明者53名ガアル)．

此ノ成器寮ノ成績ヨリ狗一冊良好ノ成績ヲ呈jｽﾉ1/モ

ノハ東京市療養所ヨリ東京府立清瀬病院へ逡ツタ患

者デアツテ、其成績ハ昭和14年４月末日現在デ退園

患者二照會シタル答申ト、現在ノ在園患者全部二就テ

調査シタルモノデアル、但ン此ノ良成績ヲ示.ス147名

.・ヽ同一期間内(昭和９年９月ヨリ同13年末迄)ニ東京

市療養所ヨリ宅叉.・ヽ死退所ヲナシ･タル總数約6000名

ノ内、自ラ志望シ'テ入園ヅタル最モ理解アル非開放性

ノ患者デアル、故二東京市療養所'＝･リモ斯ル良成績

ヲ呈スル卒業者ノ出ヅル事1ヽ、非開放性患者が経過

ノ良好ナルロトト恢復期指導ノ斂果トヲ示スモノト

見ラレ・ルノデアルガ、其入園ハ今日迄ノ所、別二制限

ヲ受ケタ事．･ヽナカツタノデ、東京市療養所退所者ニ

ハ斯カル程度ノ恢復者ハ事賓非常二少ナカツタ＝･1・

ヲ示ヌモノト見テョイ．

以上３種ノ病院ノ比較ハ夫カ違ツタ條件ノ下二

調査セルモノ故、一律ノ條件ニシテ比較スルト

云フコトハ出来ナイガ、ソレデモ大膿ノ趨勢ノヽ

明確二示シテ居ルモノト云フコトガ出来ル．

各種病院ノ成績テ検討シ爽リタル上、更二－段

ト健康診断二依り登見サンタル患者ノ経過良好

ナルニ驚カサレル事賓ハ左表二示ス一集團ノ成

績デアル．健康診断二依ツテ登見サレタ左表ノ

要監察者及要治療者ノヽ｢レントゲン｣寫真二依ル

ト相常二著明ナ病受が認ノラレタモノデ要監察

者ノ如キハ、大｢－ケ」ナド゛云ツテ寫具テ見タ程

デアツタノニ、其ノ後全ク本人－モ告知スルヲ

得サル事情ガアヽソテ、自然ノ俊二放任シテ家タ

所、２年8、9ヶ月後二於テ尚平然ト普通ノ勤務

二堪工居ル者多キ賓情デアル．此ノ寫具ハ東京

市健康相談所長諸氏卜、東京市療養所聾局員ト
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第６表

　

普通生活ヲ普ｉツヽアル病竃所有者

（Ｉ）昭和十年六月上旬一七月中旬健診成績

　　　　　　　

總人員

　

13851

司
1
3
　
Ｃ

1213

　

238

　

161

ニテ協議熟覧シタモノデアツテ、其後ノ経過・ヽ

既二前記昭和12年ノ本總會ノ演説中ニモこレ

テ異トシテ述ベタノデアツタガ、今更ニ１年以

上ノ経過テ観察シ得タルテ以テ、重ネテ報告シ

テ置クノデアル。

（Ⅱ）昭和13年３月25日現在

　

（２年８、９ヶ月ヲ経タノレ後）

【第18巷

B2 Ｃ 計

賓　敬 貰　敷 貨　徽 ％

死亡 13 28 41 10°3}28.9

　18.6退職　51　1　23　j　74

在職 169　　1　　110　　1　　27969.9

不明‘　　５ ５ １．２

計　238　:　161　1　399　1　100

Ｂ ＝要注意者 B2＝要監察者 Ｃ＝要治療者

　　　　　　　　　　　　　　　　

(Ｃ)處理方法二就テ

職業、作業

　

處理方法トシテ第一二問題トナル

　　

営テ嵌ノ･テ大筒ノ標準トシテ示シタモノデア

モノ八日常ノ仕事テドウスルカデアリ、ソレト

　　

ル、此ノ標準ノ｀ヽ１例二過ギナイガ、要ノ'ヽカウ４

生命ノ危瞼如何ノ問題トノ對照考察が日｡々ノ仕

　　

フ標準ノ研究が必要グト４フ鮎二在ル。病人ニ

｀事トナル譚デアルガ、病状二依ツテー・ヽ仕事能力

　

が意外二良ク保存セラレテ居ルコトガ認ノラ

　

レ、ソレニ依ツテ結核像防事業ノ目的ノヽ死亡率

　

ノ減少ト職業橿績ノ能力維持トノニッニ蹄フヽル

　

コトガ常然ノ事ナガラ今更ノ如クユ感ゼラレテ

　

来ル。治療法トシテ見テモ、職業療法ハ一ツノ

　

精紳療法トシテ有数デアルカラ、身膿運動ヤ精

　

祚的仕事ノ許サレル限リ・ヽ職業、作業ノ意味二

　

施用スルエ夫が数果的デアル、病気アルコトテ

　

知ラズユ職業ヲ績ケテ居ル者が｀意外二経過が良

　

４ト４フ事宣モ、カウ４フ黙二於テ一面ノ暗示

　

ヲ･奥ヘテ居ルモノト考ヘラレル。叉其ノ仕事ノ

　

種類方法モ精榊療法トシテ有数ナヤウート考ヘ

　

テ選揮スベキデアル。

　

昭和９年ノ本總會二於テ述ペダル｢作業療法二

　

就テ｣(結核第12巻第５披中野貞夫、伊藤秀三雨氏

　

1ヽ共邁)及ビ昭和12年ノ本總會二於タ述べ｀タル

　

｢定期健康診査ト職業乃至職業療法ノ関聯｣(結

　

核第15巻第５彼)へ上記ノ必要ヨリ自然二起

　

ツテ来タ研究デ、要スルニカウ４フ意味二施用

　

セラレル仕事程度ノ標準ノ研究デアル、昭和12

　

年二掲ゲタル仕事程度表へ従来其場所場所二

　

於テ仕事ヲ･適常二十階段二分デテノヽ賓行シテ居

　

タ概念ヲ以テ、之レヲ最モ簡軍ナ勤務者生活ニ

於テ､ハ普通ノ人ノ想像モ出来ナ４ヤウナ巌重ナ

安静カラ始ノテ、次第次第二運動テ高ノテ行ク

コトガ療養法ノ根本デアルガ、今其精紳ヲ健康

診断二依ツテ負見サレタモツト上ノ健康度ノ者

マデ及ボシテ行カウトスルノデアル。

　　　　　

第７表

　

職業療法、仕事程度表

Ｉ度
軽易ノ仕事　　　　　２時間以内

　　　　　短時間ヅツ二分ケテ行フ

皿度
,，　　　　　　　　　　４，，

　　　午前午後ノ安静時間ヲ府セタ==1ト

Ⅲ度
午後ノ安静時間ヲ府セタ=1ト

IV度
其ノ他ハ正規ノ療養生活

又.･ヽ軽業勤務２･摯
　　　　　　　(短時間出勤)

Ｖ度
(半日出勤)

VI度 99　　　　　　　　　　　6･･　　　　　　　　　午後ノ安静時間ヲ要jｽ

VII度 在宅時間中安静ヲ要ヌ

叉.ﾊ普通勤務29●
　　　　　　　(短時間出勤)

VⅢ度
(半日出動)

IX度
午後ノ安静時間ヲ要ヌ

Ｘ度
在宅時間中安静

死亡率減少

　

結核像防事業ノ盲績批判乃至賞行



第６槙】 田深＝定期健康診査二開.スル諸問題 349

目標ノヽ(352頁參照)第一二地方別ノ對人口死亡

統計二依ルコトトシ他ノ目的事項､ハ之レニ拉行

セシムルニ努ムルコトガ適切デアルガ、ソレニ

就テノヽ住所別ノ死亡統計が望－シク、従ツテソ

レヲ確賓ニスル篤メ醤師ノ死亡診断書二住所テ

記入セシメルコトガ望マシイ．

一地方ノ人ノをニ對シテ死亡率ヲ減少セシムル最

大ノ要因刈

ラレタル虚弱者及ビ病者二對スル指導ノ徹底デ

アル、之レニ比スレバ我國内ノ各地二於ケル気

候等ノ如キ地方的差違二依ル相異ハ殆ド問題ニ

ナラデル程度ノモノデアル、故二死亡卒ノ大小

ノヽソレ等ノ普及徹底如何ノ調査方法トモナリ、

従ツテ叉ソレノ普及徹底ヲ除儀ナクセシムル勤

行方法トモナルノデ、之レガ普及徹底ヲ圖ル上

二於テ．・ヽ、同時二其地方ノ對人口登病卒及死亡

率ノ統計テ明カニスルコトガ望マシ仁現今ノ

内閣統計局ノ死亡卒統計・ヽ住所別デナク死亡場

所別ノ統計デアルガ、ソレ．・ヽ患者敬二對フヽル治

癒卒叉ノヽ死亡率ヲ知ルニ､ハ適フヽルガ全人ロユ對

スル登病卒叉ダヽ死亡率ヲ知ラウトフ、ル1ヽ時二大

ナル誤差テ来スー1トガアル、例ヘバ東京市中野

匪二於テソレノ甚グシキ賓例ヲ･見タ、故二少ク

モ各地方テシテ相競ノヽシムルニノ｀ヽ迫カテ有シナ

４．之等ノ詳細二就テハ昨年ノ本學介二於テ述

・ヽごタ通リデアルガ、(死亡統計作成二就テ、結核第

15登第５琥)其後モ何ントカシテ賓現テ期シタ

･1モノト考ヘテ、機會アル毎二其意見ヲ述ベテ

居ル次第デアル、重複ノ嫌ヒ､ハアルガ昨年ノ本

會二於テ表示シタル希望事項ヲ重ネテ左二掲ゲ

テ置カウ．

　　　　　　　

地方別死亡統計

　　　　　　　　　

希望事項

(１)内閣統計局ノ現行死亡場所別統計ノ如キ偏威ヲ

　

以テ住所別統計ノ作成サルペキ事

　

(内閣統計局ヨリ配布ノ小票ニモ住所欄ヲ設ケラ1／

　

タキ事)

(２)上記統計ノ正確ヲ期ヌル焉メ醤師・死亡診断占

　

二住所ヲ記入セジムペキ事

(３)右統計.ハ迅速二各役所二於テ作成螢表３ベキ事

（４）死亡統計ニ｡・ヽ死亡場所別､住所別ノ匯別ヲ記入ス

ペキ事

　

（費病地別統計力゛作成シ得ラルレバ理想的ナルモ

　

ソレーハ困難ナルベキ故ナルベクソレニ近キ住所別

　

統計ヲ望ムモノト匈

第三二牧容施設二就テ考ヘラレルモノヽ一ツノヽ

大人「プレｇントリウム」デアル、外國デノ｀ヽ「プ

レベントリウム」､ハ児童テ容レル所二就デノミ

云ツテ居ルガ、日本デー・ヽドウシテモ青少壮年者

等ノ勤務、通學ノ努カテ減ラシテヤルトイフ考

ヘテ根本トシテ作ラレタモノガ必要デアルトシ

テ、以前カラサウ考ヘタノデアル。ソレ｡ハ私ノ

経験デ・ヽ肺結核ノ患者が此年齢ノ者二多イト４

フ許リデナク、ソレノ馥病慄防ニハ左程長４年

限ヲ」

ラ相常二多ク見ラレタ事ト、見童二對フヽル施設

ノ呼ヒヽ扉ハ各方面二高ク、種カノ施設が設立サ

レルガ、最モ重要ナ青少年壮年者・ヽ縫會カラ放

任サレ勝チデアルコトラ以前カラ遺憾トシタ事

トノ理由二依ルノデアル。（學校衛生昭和３年10

月琥、學生ノ寄宿舎生活二就テ、「護防喬學賓地」開拓

ノ焉ノニ）私バドテ斯カル施設ヲ寄宿舎ノ如キ

意味デ賓行セシノ、之レテ囁養室lヽ呼ングコト

ガアル。叉ハ翰地テ適常トノヽル程度ノ者ノ篤メ

ニ保健鍛錬所トイ゛フテ作ラシノテ見タコトガ

アル、ソレ等｡ハ何レモ入所希望者が少クテ事業

ソノモノトシテハ成功シナカツタガ、結核保防

上ノ成績トシテ､ハ極ノう゛有数デアツテ、結核病

。・ヽ軽イ中、良性ノ中二少シク規則的二指導ノヽレ

バ
?重クナツタ膏二非常二巌二働行ノ､ルニ比シ

テ浅カニ数果が大キ４ト･fフコ1ヽラ如賓二痛感

シ、健康診断ノ数果テ示ソヽ上二於テモ斯カル處

理方法が極ノテ必要デアルト感ジテ居～（（３）

（Ｃ）參照）。

個カノ指導方針、鍛錬方針等二就元ハ大膿ニハ

省略ノ､ノレガ、次章二於テ唯其ノ1、2ノ鮎テ述べ｀

テ見ヤウ。

（處理方法中患者ノ隔離等一開ノ、ﾉﾚ事項ノヽ茲ニ

。ハ鯛レズ几
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(３)定期健康診査ト像防的治療(叉ハ治療的像防)

　　　　

(Ａ)目的及ビ定期健診ノ反復期間

目的（杓定朋健康診査ノ第一ノ目的ハ診晦ノ

認ｙノ観察期間テ取ルコトデアル、健康診隋デ

問題ﾄ､ナルノ､通常ﾉ､良性ノ病竃叉ﾀﾞ､初朋ノ病憲

デアルガ、診蔭トシテノ’､重症ノモノ、悪性ノモ

ノヨリノ､､困難デア九、ソレデ誰ニデモ出来ル最

モ簡輦ニシラ躍責ナ診隋方法ハト云へバ、度カ

反復診査スルトイフコトーナル。之レハ定期健

【第18巷

テ建二初感染時期ノ登見セラレタ受診者二對シ

テノ｀ヽ、別段ノ徴候ハナクトモ、叉ノ'ヽ僅カノ徴候

ガアルノミデモ、特二警戒ヲ加ヘテ頻々診査観

察スルコトヽシ、愛化ノ少シク大キクナツタモ

ノ､・ヽ多少長期間二亙ツテ警戒テ解カナ･fト４フ

コトニスレバ、乃チソレニ依ツテ登病期ノ結核

症ヲ捉ヘテ其ノ有践ナ早期診断テ行フコトガ出

来ル譚デアル。

(ロ)定期健康診査ノ方法ノヽ診断結果ノ處理方法

ノ一ツトイフ意味デモ慮用セラレル、前項診断

ノ篤ｙノ観察期間トイフ意味モ、唯漫然ト日ヂ

経ルト･fフ意味デ・ヽナク、一程度ノ仕事ノ分量

其他ノ注意ラ處方シ、ソレニ従ツテヤツテ行ツ

テ、其先キ適営ナ期間後二再診査テシテ其結果

ヲ･見ルトイフ意味デアツテ、即チ一定ノ試験ヲ

シテ観察スルト４フ意味デアリ、之レラ診断結

果ノ處理方法ノ一ツト見ヤウトスルノデアル、

逆二處理方法テ主トシ、診査テ従トシテ言ヘ

バ、一患者二對シテ或ル處理方法ヲ處方スルト

キニモ、ソレノ適否如何ラキメルニ､ハ確賓ナ尺

度、標準トイフモノガナク、色々ナ條件が開聯

スル複雑ナ問題デアルカラ、結局ヤツテ見テ其

反恵二依ツテ適否テキノルトイフ外ハナ４、恢

復期患者ノ運動テ高ｊル場合ナドユモ、除程経

過が良クテモ、普通一度二大幅二高タルト４フ

=1トノ｀ヽ出来ズ、ヤツテ見テノヽ陪カメテ次第二高

ノ'行クノガ安全デアル、ソレデ定期診査ノヽ自然

二處理方法逡行７手段トナツテ来ル。

カウイフ考‘｀デ患者ヲ扱ツテ居ルト、診断ト４

フ言葉ノ意義モ少シ撥ツテ来ル、即チ健康診断

デ八

保後経過ノ上カラ見テ、如何ナル程度ノ仕事及

ど休養二該営スル状態ナルカ等ノ判断テ下スコ

トガ最゛重要トナル、卸チ處理方法判断が診断

ノ主動トナツテ来ル。
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此ノ處理方法トイフ意味カラ云ツテモニッノ場

合が考ヘラレル、一ツノヽ所謂要注意者、要監察

者等二對シテ、憬防的注意ヲ奥ヘテ登病憬防二

努ノ1タリ、恢復期ノ者二再登像防ノ注意テ典ヘ

タリスル場合デ、言葉通りノ健康診査ノ場合デ

アル、他ノ一ツノ｀ヽ軍ナル息用ノ意味ニナルノデ

アルガ、軽イナガラモ明カニ病者ト診断サレ、

普通ノ治療二廻ハサルベキモノデアツテモ、病

林不足ノ今日、ソノ狐ノ放任サレタリ、或ノヽ反

對二患者ノ焦噪カラ徒ラエ頻々外来ラ訪フニ任

セタリスルヨリノヽ、適常二診査時期テ定ノ一定

ノ動作處方テ貨ヘテ規律尹立テヽヤルノガ有盆

ナ場合が多イ。

(・ヽ)軍二受診テ促フ、ノ意味デ定期診査ヲ･行フコ

トモアツテ、全ク何等ノ問題ノ無イ人ニーモ、１

年１同ト･fフ如キノヽソレデアフレ、ソレテ誕生日

健康診査(米國延命協會二従ツテ)ナドト樽シテ

見タ事モアル((Ｄ(Ａ)參照)。

定期健診ノ反復期間

　

定期健康診査ノ間隔ハド

351

　

ノ位二取ルベキカト４フコトノヽ、目的Iヽ所見二

依ツテ違フノデアルガ、ソレ等ノ黙テ顧ミテ吾

ノをノ従来標準トシテ居タモノダヽ、昭和13年ノ

本總會二於テ一ツノ表トシテ掲ゲタ事ガアル

（結核燥防事業ノ諸分野卜観察期間ノ取り方二就テ、

結核第16巻第５琥）今斟句配列等テ少シク修正

　

シテ掲ゲテ見ヤウ、全然健康1ヽ思ハレテ居ル人

　

デモ１年ニ１同ハ診査スルトイフコトテ基準1ヽ

　

シテ、各種ノ場合二割り常テ、大膿ノ標準ラ示

　

シタモノデアル。賓際ニハ年齢等二依ツテモ相

　

違シ季節等二依ツテモ多少｡ハ異ナリ（例ヘバ夏

　

季・ヽ同斂テ多クハルコトガ多イ）種々ノ條件が

開係スルノデアル、此表ノヽ理想トシテ掲ゲタモ

　

ノデアルカラ、賓際二之レ丈ケノ同散元子フコ

　

トノヽ相常ナ難事デアルトスルモ、原則的ノ標準

　

ガアレバ、其他ノヽ適常二庶用サレ得ルモノト思

　

ノヽレル。何レーシテモ此表ノ内容テ主張タヽル譚

　

デハナク、斯カル標準ノ研究が必要グにfフ==l

　

トテn昌ヘルノデアル。

第８表

　

定期健康診査反復期間表

１ 普通ノ健康僣ニシテ次ノ諸項ナキ者(岐感染者) 我病燥防 １年１同

２ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　¶IWW結核ノ素因的事項叉川 登病噪防　　　｜　　半年１同

,3 療養卒業者ニシテ新二通常度ノ仕事二恂｛/タル者

----一一-

初感染着

　　　　　　　ﾚ1､2ヶ月

再晋識防　　　3､4ヶ月

}１同

　　　　　　　岸　　年

４ 登病慄防　　　］佐?.渚１同

５ 活動性結核症二似タル徴候アルモＸ線宮武二砿カナル樋化ヲ認

メラレザル賎感染者一診噺決定-･デー
登病認否　　　11ヶ月１同以上

６ 　　　　　-未感染着 感染登病堡防 半年１同

７ 濃厚感染地帯二在ル者 感染參病慄防

４ヶ月

燃汀

ｻ

1同

業ﾊ半年

（1）2－7ノ高度ナノl／者叉.八二ツ以上アル者．･ヽ早キュ依ル

（２）診査項目ハ各例二依ル

（３）「レ」線診査.･ヽ普通１年、牛年、４夕月毎ニ、必要二依テ・ヽ２ヶ月毎ニ

　　

「フィノ1／ム」、「ペーパー」、間接撮影、透硯ノ別・ヽ必要ノ程度ト費用ノ関係二依ル

（４）「ツ」皮内即ヽ定期健診トシテ.・ヽ普通１年１同行ヘリ、研究1ヽシ、叉ハ必要二依テ

　　

ハ牛年毎、叉ハ３ケJI毎ニモ行ヘリ

（５）赤沈.・ヽ必要二依クテ、ヽ普通１ヶ月１同

（６）一般的診査．・ヽ適常ニ、検温.ハ2、3日以上鍛績セルモノ

（７）織績的「カード」ヲ用フル＝･ト

斯カル定期ノ診査モ凡テノ人ニト云へ八行ハレ

難シトスルモ、結核ノ場合トシテ青少壮年者ノ

登病シ易キ年齢ノ間グテトイヘバ鈴程行・ヽレ易

クナ゛ヽ叉誰シ自分白身７事.”｀行lニ難シトド

ル゛、父兄が子弟學生テシテ受診セシムルコlヽ

ナド．’｀案外行ノヽレ易イ．
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(Ｂ)像防的治療ト治療的稼防

結核症ノ治療ノ場合ニ､ハ禄防的治療ノ考ヘガ必

要デアリ、憬防ノ場合ニハ治療的憬防ノ考ヘガ

必要デアル、此考ヘダヽ大正15年ノ本會總會ニモ

述べ｀､(肺結核ノ一般療法、結核第４巻第7、8妓)爾来

度々述ベテ居ル所デアルガ、定期健康診査ノ宣

行モ亦、此目的テ逡行スル所以ノ重要手段デア

ル、此意味二於テ昭和４年二結核ノ憬防的治療

　

ト定期健康診査トシテ述ベタ事モアル((３)(Ｃ)

項參照)、今逆二定期健康診査ラ基トシテ見ル

　

ト、治療的像防叉ズヽ憬防的治療ノ考へ・ヽ其診断

結果處理ノ方針ト･fフコトユナリ、ソレトシテ

ア債

　

像防的治療叉.ハ治療的像防ノ語二於テ・ヽ大僣二於

　

テ像防ノ語一目的ヲ示シ、治療ノ語・ヽ技術ヲ示３モ

　

ノト解s／テオキタイ、卸チ慄防的治療いヽ治療二営

　

IJ、病症ノソレ以上ノ受展ヲ慄防フノレ1ヽイフ＝･トヲ

　

目的トシテ行フ處置ノ意デアリ、治療的像防しヽ懐

　

防二富リ、適常ナル治療技術ヲ喉用ダラー

　

ｔスノl/ノ意味デアル．

　

し

　

今結核病防逼ノ重要項目僣系ヲ表示シ、ソノ間二於

　

テ定期健康診査及ビ像防的治療、治療的像防ノ考ヘ

　

ガ如何ナル関聯ヲ有スルカヲ考ベルト右表ノ通りニ

　

ナル((２)(Ｃ)項、死亡統計ノ問題二就キ、昨年報告

　

(前出一死亡統計作成二就テ、結核第17巻第５琥)

　

ニ掲ゲタル表ニ、1、2斟句配列ノ修正ヲ加ヘタモノデ

　

アル)次表ノ説明．健康診断デ我見サレタル虚弱者

　

叉ハ良性病竃所有者ヲシテ適常度・仕事ヲ持績セシ

　

メルニ．･ヽ、受病防止ノ考ヘデ、定期健康診査二依クテ

　

調節指導シテ行ク＝=･トガ必要デアルガ、ソレニ.・ヽ－

　

般的像防方法ノ外ニ、各個人ノ素因的峡陥矯正等ノ

　

治療技術二依ル像防が必要ヶアツテ、而モ後者ノ方

　

ヤ重要デアル、叉患者ヲ恢復サセテ漸次仕事二復帰

　

サセル焉ノ治療こｰ.ハ病症診査卜修復的治療ノ後

　

ニ、宍恢復期健康診査ト｢再受像防ヲ目的トシタ治療

　

的處置｣ヲ怠ツテ.・ヽナラズ、而モ仕事復蹄ノ上デハ後

　

者ノ方が重要テ゛アル、同様二人口對螢病率ノ減少二

　

對ンテ.ハ定期健診トー般的及ビ治療的ノ像防方法

　

が必要デアノ1／、病者ノ死亡率減少.・ヽ勿論普通ノ診査

　

ト修復的治療二依ルノデアルガ、其外二嗇一旦停止

死病

亡者

率
減
少

ハ期
診
査

死對
亡人
者口
率
減
少

修
復
的
治

第

仕
事
ヘ
ノ
復
期

９

結
核
防
剋
事
業

ノ
目
標

防治
的療
治的
療懐

　

防

　

叉

　

堆

表

仕
事
ｚ
持
績

職
業
能
力
保
全

-

般
的
慄
防
１
－

人
ロ
エ
對
ヌ
ル

費
病
率
減
少

【第18巻

健
康
診
査
乃

診
断

　　　　　

治

　　　　　　　　

議

　　　　　

療

　　　　　　　　

防

二傾イタ後ノ再晋像防的診査治療ノ必要二就テモ

十分指導ヲ典ヘネバナラナイ。

上表ハ是等ノ意味ヲ纒メテ表ニジタモノデアル。

上表二於テ、普通ノ病人治療・ヽ病竃ヲ修復jｽﾉ1/意味

デ、修復的治療トシテ像防的治療ト匯別ジテ見タ

ガ、ソｙモ治療技術ノ上カラ見ｙパ同一デアツテ、

意味ノ取り方次第トイフ勁ノアル事モ考ヘテオカネ

バナラナイ、例ヘバ浸潤ノ吸収ヲ促サウト考へu/<

修復的治療デアルカ’、同夕治療處置デモ浸潤ノ槙大

トカ軟化崩屡トカイフ爾後ノ壇悪ヲ像防ヅヤウ1・

考へ1／八像防的治療トナノ1/、同株二叉治療ト悽防ト

モ言ヘルヤウナ場合二於テ｡・ヽ同ヅーツノ處置が治

療トヅテ見l／バ像防的治療デアリ、像防トジテ見

に゛治療的饌防ト云ヘルヤウナ事・アクテ、ソｙモ

意味バ胱リヤウ次第1ヽモ云ヘノ1/。故二細カク論ズ
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t／ノ‘e議論モ出ヤウカ’、兎二角健康診断ノ結果ノ處理

方法トイフヤウナ場合ニ､ハ慄防的治療トカ治療的

塵防トカイフ考へ方が邁.スノ1/事が多イ、ソシテ此

方針／螢建へ晋病前トカ恢復期トカイフ如キ治療
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政渠ノ最モ上り易イ時期ニ、漫然ト空過又ル事ナり

ラシメル如キ風習ノ勃興二對シテ有意義デアル。叉

像防的治療、治療的燥防ノ考ヘニ依ルト、治療方法

鹿用ノ範圃ギ著シク根大シテ来ル、今病症経過ノ上

第10表

　

定期健康診査ト仕事程度ノ組＆ハセ賓行例

　　

(縦線ノ右ハ定期健康診査表、左ハ仕事程度表．

　　　　

第１例

　

講習生

　

15歳

　

羊

　

僣格繊弱

14年1/V採用｢ク｣皮内反(一) 入院28/VID一退院30/X

初メ安静ノミ、次ﾃ･軽度ノ仕事ヲナス郎や：－

１度　食堂手傷等　２時間15/IX―25/IX

皿　　　　　　4 ,. 26/IX― 3/X

Ⅲ　　　　　　　　6　，　4/X ―12/XI

IV　病室ョリ講習･ヽ　　13/X － 7/XI

　　　講習２(叉.,ヽ3)時間　復習1―1.5時間

Ｖ　　講.習ノ外軽業勤務１時間

　　　　　'力仕事ナンノ　8/XI―16/XI

VT　　同　　　　　3　, 17/XI―23/XI

　　　　　　　　　4　., 24/XI―lO/XE

VII　　同　　　　　5　‥　11/xn一28/xa

　　　　　　　　休暇　１週間

VID　　同　　　　　8.5　5/I→現在四月二日)

　く橡ご&一田深、柴田、三紳、太田、川上、枝炭)

毎日一検温、検脈

毎月一叢重

毎２ヶ月一赤沈､補結、｢ﾚ･｣線寫a.、診察

時々一血球像、血謎､肺活量、身長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　-〃　＝　　　　〃晋悠一(22/Vin―6/IX)

　採用時ョリ37.2、37.0等／日多シ

　上記晋熱中.･ヽ37.7、38.1、39.0等1ヽモナノし

　此間脈敷モー般二稽ζ壇加jｽ

胸部:ヴ

　　　　見ナジ

ー般症状一頭痛､眩輦、貧血、痩レ易シ､気分不良、

　　　　　食思不振(8/vin初潮、入院後気分沈ｉ誘

　　　　　チ)

｢レ｣線:―28/VID　右側肺門淋巴腺腫脹

ツ｣皮内反:―26/IX　陽特設明

赤沈１時間値:－1/V5､1/V11o、4/Xlo、15/X^^

補結:一毎常(一)

血黙:一晋病後稽ｔ滅？

　後、糠｢エキス｣ヲ典フルモ殆ｙド壇加セフJ､転勤

　時二至り漸壇

僣重一費病時儀カニ滅､転勤時二至り漸壇

14年1/V探用、｢ツ｣皮内反(十)

２年前湿性肋膜炎及肺尖｢カタル

第２例

　

講習生

　

23歳

毎日一検温（肢寓及直腸）檀紙

毎月一叢重

毎２ヶ月一赤沈、補結、「レ」線寫侃、診察

時々一血診、血球像、肺活量

登熱－15年ll/I―16/1

　

探用時ヨリ37.4位ノ微熱アリ後多クハ37.0迄

　

トナリンガ上記毅熱期間中ニハ38.1モ２同アリ

　

風邪気昧ニテ悪寒咽喉痛アリ

｢l／｣線

　

13/1左肺中野二浸潤現ノヽノレ

　　　　

12/ni殆ド消退シテ微カニ認メラルルノｉ

赤沈

　

１時間値－14年1 /Vlo、8/Xllo、15年15/I凪

　　　

7/14

補結:－14年1/V(升)、其後毎ニ(－)

髄重:一毎常探用時ト略；同ジ

革

　

碧格普通

勤務及生活通常

IX度（夜勤ダ≒ケ休ム）

　　　

ぞうきん棒等ノカ仕事モ磨セ・「

　　　

勤務11時間

　　　

（全勤者｡’ヽ夜勤､講習ヲ加ヘテ予均12.5時問。

-參考:－X度べ

　

静養二努メシムルモノニテIX度ノー行ハ無論之ヲ守

　

ﾉ1/

(検者一田深、柴田、 三紳、太田、川上、枝廣）
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第５圖(第２例15年12/ni)

孵％

一 一

]j7「11

　

･･.･y..:ﾉ;.I･.･し.こ･.･‘?Z･

〉j

lり

じ

ｿﾞ

∧1＼
1

1………¦ｼ:'f:lﾑj゛

iiilL

ﾕ

ｉ二万

……:万,:
ﾉ

:

J

　

ヨリ･見ルニ､例ヘパ｢自然治癒｣ト云ヘパ修復的治療

　

ノｉヲ考ヘテ居ル者ニヘ路師ノカヲ要モデル範園

　

ノ如ク３モ聞コエテ、ソレ以上ノ娶術的泣及ノヽ困難

　

ナル如ク感ゼラレル場合ニモ、堡防的治療1ヽヅテ

　

ヘ周回ヘノ病竃撞大ヤ病勢考進ヲ防グ惚メ種々ナ

　

ノ1/饌防的ノ指導方法が考ヘラレテ来ル､叉治療項目

　

ノ方カラ云フト、例ヘバ安静休養ヤ人工気胸鹿用が

　

饌防的ノ意味ヲ有スルロトハ勿論デアルガ､鋲咳祓

　

痰等モ単純二對症療法トヅテ軽々見ルロト｡･ヽ出来

　

ナクナツテ爽ル。((３ｙＢ)(ハ)人結核症ノ播防的

　

治療ノ條下參照)。

く4)賞行方法二就テ

所謂要注意者、要監察者等二對スル登病憬防叉

-・ヽ恢復者ノ再登禄防等ノ場合ノ賓行方法ハ定期

健康診査ノ時期表ト仕事程度表トニ依ツテ適常

ナ組合セテナシ、之二加ヘテ結核症ノ一般療法

諸項目ノ精禰ヲ適切ナル度合二撫用シテ行クコ

トニナルベキデアルガ、第10表第１例(第１圖

第２圖)及第２例(第３圖、第４圖、第５圖トハ之

レニ依テ蔑果テ畢ゲタ賓例デアル。

灘防的治療叉､ハ治療的隊防ハ今尚ふ學術的準備

ノ空虚テ感ゼシノラレル黙ノ多イ領域デアル

ガ、所謂要注意者、要観察者等二對スル行ハレ

一一
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易キ處理方法ノ研究ハ目下ノ緊急問題デアルカ

ラ、恟々1､2自分トシテ貧家ノ研究ノ基礎卜者

ヘル方面チ左二掲ゲテ見ヤウ。

｢肺結核ノー般療法諸項目ノ内ヨリ｣大正]５

年ノ本總會ご於テ述ペダル｢肺結核ノ一般療法ﾂﾞ

(結核第４巻第7､8披)ヨ９１､２ノ事項ラ拾l＝、之

レプ基礎トシテ、其後ノ補足元良記スルト左ノ

ヤウナ見解テ生ジテ来ル。

(Ａ)精肺感動ノ影響、精碑療法、職業療法

　

肺

結核ノ症状二對シテ精祁感動が顕著ナ影響テ及

ボスコトチ示ス篤ノー上記報告二掲ゲタル一ツ

ノ調査成績ヲ畢ゲテ見ルト左表ノ通りデアル。

　　　　

第11表

　

精神感動影響調査表

二訓査同訓

調査事項犬

悲哀心
配ノ後

喜ビ慰

ミノ後
怒ノ後

－-一一
　47

岸 背
食
慾
不　振 13:5 2り 38 26

完　進
　5－-　22

79 ８ 24 31

喀

血
血
痰

出　ル ６ ８ ７ ５

壇　ヌ ４ ４ ３ ２ 10

止　ム ２ １

僣
温
上　ル 123 55 71 85 92

下　ル ５ 18 ６ ４ ４

其徴
他候
ノ

良久一･ヽ

無障碍
７ 69 １ 20 34

不　良 124 34 58 71 65

　　　　

□150心

　

２月249人（都合399人

　　　　　　

１ヶ月）ニ就テノ調査總計

此ノ表ノ成績ハ安静療法チ原則にいレ崩

シテハ富然ノ事デアルガ、其後ノ経験二於テモ

仕事二意外二堪エル者アル事宣等二照シテ考ベ

ルト、精御ノ働キノ内デモ、感情的ノ興奮が特

二大キナ影響プ爽ベルト云フ事が著目サレル、

而シテ之ハ生理的ノ所見トシテモ、人間ノ脳ノ

働キノ最モ敏感二身値徴候二現ハレルノハ、感

情的ノ問題デアルコトト一致スルヤウェ考ヘラ

レル、此ノ生理的所見ノ例トシテカ顔色分泌機

能内臓涯動等二對フ､ル精御ノ影響ノ如キ、茲二

一々列寥スルーデモナ４が、要スルニ植物性御

経系機能二開スル現象デアルコト・茲二注目

シ、精御療法ノ斂果モ亦植物性御経系機能ヲ介

シテ説明スレバ理解シ易イコトヲ述ベテ置ク。
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精紳療法ハ無駄ノ精力直貴ヲ節約セシノ･、治療

的ニモ憬防的ニモ其ノ妓果ノ大ナルコlヽﾉヽ明カ

デ、保防的治療トシテモ、治療的憬防1ヽシテモ

共二重娶ナ根本問題デアル。唯精紳療法トシテ

不純ナ説テ以テ､人テ惑ﾉ｀ゝﾌ､者ガ啖行シ勝チデ、

其鴉メ嫌忌セラぃレノデアルガ、ソレアルガ鎬

メヘ精紳療法ソノモノガ軽ンゼラレテノヽナラ

ナ汽今鉉ニダヽ精紳療法其モノノ枝術方法二就

テ多ク述ベルノデダヽナｆガ、保防的治療トイフ

語ガ精紳療法ノ技術方法トシテモ最モ適切ナ考

へ方デアルコトサ一言シテ置キタイ。凡テ感情

ノ興奮ﾉヽ賛シタル月

ﾌヽル方ガ逢-･容易デアルガ、殊二狭ぐしヽヘトコ

ノ上グケテ身ノ置キ場トシテ評臥スル患者二於

テ.ハ、一且感時ノ興奮ガ起レバ、之レガ鎚舒ハ

白由二歩キ廻リ得ル者二比シテ如何二困難ナ

ルベキカヲ想像ﾌヽルトキ、ソレナ未登二防止ス

ルコトノ意義ノ如何二大ナルカハ自明ノ理デア

ル、故二平素ノ注意及修養1ヽ精紳感動ノ前兆時

期二於ケル警戒韓換トハ最モ妓果的デアル。

東ヽ;て市療養所ノ患者治癒率及死亡率二於テハ今

迄度々ノ調査二何時モ宗敦ノ信仰アル者ガ、ソ

レノ無イ者ヨリ成績ガ良イトイフ欣況テ示シテ

居ル、東京市療養所ニハ重症患者ガ多ク入リ来

ルノデ、此所ノ死亡率ハ鈴リ大ナル差ﾉヽ呈シナ

イガ、ソレデモ度カノ調査デ何時モサウナツテ

居ルコト一ハ、一定ノ異理テ示ﾌ､モノト見ルコト

ガ出家ヤウ、其他個カノ事例ニ於テハ宗歎心ノ

稗症シタ成績'､多ク見ル所デア。o軟育程度モ

亦一定ノ間係テ有スル(368頁表)ｏ

肺結核患者テ長ク扱フ者一'､誰モ精紳作用ノ影饗

ノ犬ナルテ認ﾉ'ナイ者ﾉ､ナカラウ、之ニ就テ多

ク述べルノ要ハナイガ、前章ニ述べタ闘係上一

寸再説シテオキタイコトノ､、職業療法作業療法

ニ於ダモ第一ニ‘ハ精紳療法l､シテ犬ナル意義ガ

認ノラレ、其中心黙‘ハ患者テシテ人生へノ希望

ｦ'失ハシメナイ所こ存スルト４フコトデアルo

絹望的ニ感ジルl､、人ﾉ､誰モ種カナ悲観、焦

操、興指ガ起リ易イカうデアル、

【第18巻

　

･ -'･-- -÷--.-ﾏ‾ﾐｰ･

有シテ白ラ知ラズエ居ル者二意外二経過ノ良ｲ

者アル一面ノ理由モ茲二在ルコトガ察セラレ

ノレＯ

(Ｂ)開放寒冷療法ノ数果、月別結核死亡率

前記ノ一般療法報告二於テヘ嘗テ東京市療養

所二於テ寒季大気療法サ最高良二励行シター團

第12表

　

寒季開放療法患者喀痰總輦

12月 １　月 ２　月 ３　　月

暦日 １組 １組 ２組 １組 ２組 １組 ２組

１１　　リ59 38ﾄﾞ113 25　1　90

２ 167 41 80 40 56

３ 144 113 102 28 X　72

４ 113 41 37 44 38

５ 123 65 101 34　，く　77

６ 110 119 102 64 66

７ 122 78 101 62讐90

　８－－　９

94 36 40 31　）7　34

91 32 　52
-　64

114 =f 74

10
一一11

102 40 47）7　50

72 70 68 116 =f-'61

12 90 46

38

89 5い7 90
13 71 62 37×44

14 87 35 47 25 59

15 117 　50
-　83

24 36 29

16 53 128 103 47 84

17 245 54 124 36 81 39 67

18 270 97 127 83 52 6戸56

19 213 50 43 64 83 35今81

20 137 71 50 35，　87 49 79

21 209 51 71 48 77

22 187 94 104 76 110

　5323 187 93 94 73

24 146 62 102 49 47

25 126 54 73 34 75

26 145 102 117 44 41

27 139 35 52 34 37

28 143 67 69 84 99

29 104 25 82

30 151 50 82

31 135 36 71

×印・ヽ風強キ日、=lt=ノヽ最モ甚ジグ

　　　

砂塵濠々窓ヲ閉フ「
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ノ患者二於テ、肺結核症経過ノ極ｊテ良好デア

ツタ事賓ヲ詳述シテアルガ(寺尾殿治氏ト共述、結

核第４巻第５琥)前頁ﾉ表ハ其ﾉ所見ノーツデ、此

ノ寒季開放療法施行中喀痰量ノ漸次減少シタル

状況テ示シタモノデアル。

叉寒冷ノ治療的妓果二就テー・ヽ、其際モ冬季ニハ

夏季ヨリ死亡率が少ク、諸症状モ良好デアルコ

トテ表示シ、寒季殊ニ1、2月頃ノ疾病経過叉ノヽ

ソレノ後来二及ボス影響ハ良好デ、夏季ノ疾病

経過叉｡・ヽソレノ後来二及ボス影響ハ不良デアル

ト述べ゛テ置イタガ、其成績ハ其後モ東京市療養

所二於テ何度モ調査シタモノガ皆同様デアル、

ソノ調査成績ノ1､2ヲ例示フ､レバ左ノ通りデア

ノレ
Ｏ

前記報告二掲ゲタ表ト同様ノ表ヲ、昭和５年二

再ビ作成シ、大正10年以来ノ７グ年間二就テ

各年ノ月別死亡率テ列車シテ見タトキモ、大値

前同ト同一デ、最高死亡率テ示ス月テ各年2、3

宛選ンデ見ルト、上記７年間ノ中－、７月が５

同、８月、10月が各４同、12、11、5、4、3月

が各１同デ1、2、り月－ノヽ１同モナカツタ、叉

最低卒テ示ス月2、3宛テ選ブト２月が５同、３

月､11月、12月が各３同、１月、４月が各２同、

９月が１同デアツテ、5、6、7、8、10月ニハ１同

　　　

第13表

　

最初11年間ノ月別死亡率平均

　　　　　　　

(對月別在所者数)

Ji次
甲 乙

各年死亡率ノ
平　　　　均

順位
11年間ノ總斂
二於ケル率

順位

１ ８．４ ５　１　　　８．０ ６

２ ７．５ ８ ７．１ ８

３ ８．２ ７ ７．９ ７

４ ８．３ ６ ７．９ ７

５ ８．７ 4， ８．２ ４

６ ８．３ ６ ７．９ ７

７ ９．２ ２ ８．７ ２

８ ９．０ ３ ８．６ ３

９ ８．４ ５ ８．０ ６

10 ９．５ １ ９．２ １

11 ８．３ ６ ８．１ ５

12 ８．３ ６ ８．０ ６

モナカツタ、７ヶ年ノ各月ノ率ヲ合計シ、７分シ

テ、平均シタ所デハ、最高率ノヽ10、7、8ノ３ヶ

月デ略ｌ同卒デアリ、最低卒デ・ヽ２月が特二少

ク、次デ1、3、4、11月が略ｌ同卒デアツタ(368

頁附表參照)(結核第８巻第５琥演説參照)。

昭和６年迄ノ11年間平均ノ月別死亡卒ヲ見タ

時モ第13表ノ通り、ヤハリ夏季二死亡者が多

カツタ(７年以後､ハ有料モアリテ複雑、東京市

療養所年報參照)。

死亡者バカリデナク、患者数モ夏季二多クナ４

カノ調査トシテ、東京市療養所ノ入所申込数ノ

統計テトツテ見タ事ガアル、ソレハ創立以来５

ヶ年間二於ケル各月ノ申込数ヲ･月別二總計シタ

モノデアツタガ、9、6、8、10、4、5、7、11、

3、2、12、1月ノ順デアツタ、入所申込ミニハ

種々ナ事情モアラウカラ、必ズシモ患者数ノ責

情テ示フヽトモ云ヘナカラウガ、兎二角夏季ニハ

申込数が多ク、冬季ニダヽ少ナカツタ。

寒冷開放療法ノ妓果ノ大ナルコト及ビ寒冷季節

二経過ノ良好ナルコlヽニ就テハ前記ノ一般療法

宿題報告二於テ寒冷刺戟ノ脈管浬重海中経二對ス

ル作用二蹄セラル・ヽごキコトヲ･述べ、植物性紳経

系機能トノ開係ヲ詳述シテ置イタ、其後叉｢テラ

ピー｣(昭和２年11月琥)こｰﾓ｢寒冷療法｣ト題シテ

説明シタ事モアルガ、何レモ主1ヽシテ感冒二對

スル抵抗カラ高ノルトイフ意味､身膿殊二皮膚、

気道粘膜等ノ鍛錬ト４フ意味二於テ治療的禄防

叉ハ憬防的治療ノ重要ナー項目トナルベキコト

ヲ･述べ｀タノデアル、印チ脈管運動禰経乃至一般

植物性祁経系機能二對スル作用テ中心トスル考

ヘデアツテ、此鮎モ亦今茲二特二注目シテ置キ

タ４．冷水摩擦ナドト同様ノ考へ方デアル。

(C)｢ヴ・fタΞンJB問題、脚気トノ比較、血泰

結核症ノ登病経過二對シテ｢ヴ。タミンJB訣乏

が何等カノ原因的開係テ有スルナキヤノ問題・ヽ

我邦ノ結核禄防事業トシテノヽ是非一意ノ研究サ

逡ゲヂル可ラデル所デ既二其密接開係二就ラノ

報告モ貨表サレテ居ル、此問題ノ解決ニハ先以

テ、肺結核患者中二脚気症状テ有フ、ル者が多敷
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第14表

　

各年齢二於ケル脚気既往症百分卒

健康男子

　　　

‥‥

　

健康女子

肺結核男子

　

・魯・・・・・・・・

　

肺結核女子

１

/j｀

1

-
745
-
0.13

7
-

　

1

-
748
-
0.13

ぷ

10

-
745
-
1.3

10
-

　

2

-
743
-
0.27

万

84

-
598
-
14

Ｊ が

91

-
505
-
18

10

-
742

１．３

1b 20

23 109

736 635

３．１ 17

81

-
374
-
22

25
-

99

-
446
-
22

が

68

-
278
-
24

21

　

1

　

21

4 、
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49

-
205
-
24

22

－
80
－
28

(40歳以上ハ人員少キ焉メ百分率トシテ.・ヽ適セズ故二省略jス)

丿

り

巧

汐

j'

β

y

/ｸ

‾　

＼＼

‾

1　

‾‾　∧//

/jｻ

＼〕万万

‾十　‾　‾　　　ﾊﾞ]ﾚﾉﾉ
]ﾌﾟ

ﾉ

ｭ/ﾀﾞ

/　/二

＼☆ 　　／　　　ヅ　　　　　ｌ　　ｌ　ｉ　　／　　　　　　　　　　｜

-ﾉ
／　　
／／　　　　１　　　　　　い

　　　ノブ

1　　　　　　1　　　　　　1/∧/　/

ｒ　　　｀?

　　　　　ｌ　　　　　　　　ｌ
　　　　　ｉ　　　　　　！

ｉ　　．之-レサ

　　　　

’∂　　　y　　ﾉ∂

年

　

齢
-一一一
常該年齢迄二脚気既往症ヲ有シ
タル人員数

富該年齢ヲ繩過シタル全人負
-一一
百分率

ｊ　年　齢 14　1　15　1　17　1　20　；　25　1　30　1　33 35　1　40

匪
康
女
子

雷該年齢迄二脚載既往症ヲ有シ

タノ1/人員敷
１ ４ 12 20 13 12 10 ８ ３

常該年齢ヲ経過シタル全人負 389 387 350 273 136 74 42 28 14

百分率 0.26 １．０ ３．４ ７．３ 9.6 16 24 29 21

年

　

齢

　　　

-〃
富該年齢迄二脚気既往症ヲ有シ

･タル人員数
一一一一
雷該年齢ヲ経過ヅタル全人員
一一一一
百分率

s1年齢 10 15 20　1　25 30　1　35　1　39 40
1・゛●
結

核

女

子

富該年齢迄二脚載既往症ヲ有ジ

タノ1/人員数
３ 11 35 38 33 26 　　111　　9

富該年齢ヲ経過シタル全人負 400 387 332 232 132 74 40　　　　34

百分率 0.75 2.8 1　11 16 25 35 28 26
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ニ存スルコトナキヤノ調査・ヽ有ノカナル根強ラ奥

フルモノ1ヽ考ヘラレル、此ノ目的ニテ前記大正

15年ノ肺結核一般療法ノ報告二常リ、東京市療

養所ノ患者二就テ、之レラ調ベタコIヽガアツタ

ガ、蹊カナ脚気症状テ有スル患者ハ特二多イト

･fフ如キ成績が得ラレナカツタ、常時叉｢ヴィタ

ミンJB訣乏ノ兎二就テ特二結核症二罹り易４

トイフ如キ成績ノ得ラレずルヤラ検シタコlヽガ

アツタガ、ソレモ明カナ陽性成禎ノヽ呈シナカツ

タ(動物斂が少ナカツタノデ再検テ要スルわ、

ソレデ該報告二於テハ自分ノ得タ所見ヨリ理論

的ニ、｢ヴィタミンJB訣乏ガアレベ結核症ノ経

過二對シテ甚グ不利ナル・ヽヽごキ理由ヲ列車説明シ

置クユaノ久依ツテ咋年10月再ビ肺結核患

者二於ケル脚気症状所有者ノ敷ヲ調杏シタ所、

今回モ亦同様ノ成績デアツタ、郎チ在所患者斂

1170名ニテ、其内二著明ナル脚気症状ヲ･呈スル･

者ノヽ殆ド見常ラズ、｢シビレ｣、運動血癖等二就

テハ軽度ナル者６(叉ノヽ７)名アリタルノミニ

テ、其他ニハ一層疑・ヽシキ(脚気ラシクナキ)訴

ヘモ全部デ７名アリタルニ過ギナカツタ。

　

但ン東京市療養所ニテ八七分瑞胚芽米ヲ用ヒテ居

　

ﾉ1/、之レハ胚芽米偏精用ニアラザル清水式無砂瑞精

　

米機ヲ用ヒ、60―70夕ぶ叉・・ヽソレ以上ノ胚芽ノ保タ

　

レルヤウユ運轄ヌルノデ、七分瑞二止メザレバ、胚

　

芽米粒ノ％が著ジク減フrル故、結局七分瑞胚芽米ト

　

ナルモノデ、｢グィタミダ.JBヲ考ヘテノ瑞精法トシ

　

テ｡ハ丁度之レガ適切デアルト考ヘラレル。

次ニハ肺結核患者ニハ其ノ既往症二於テ脚気症

状テ有スル者多クナキヤモ重要ナ問題デアル。

依ツテ東京市療養所ノ肺結核患者二就テノ調告

成績ト、諸集團ノ健康者二於ケル調査成績Iヽラ

男女別及年齢別二就テ比較観察シタ所、脚気既

往症アル者ハ療養所ノ患者、殊二年若キ患者二

梢ｌ多イ、但シ此ノ調査上特二顧えラルペ｀ク保

期セシ諸事項ヲ考慮二人レルト大差ハナイトイ

ヘル成績デアツタ(第14表)。

　

此際婦人－テハ

肺結核患者ニモ健康者ニモ産後二脚気サ稜シタ

四フ者が著シク多カツタ==llヽ等ラ參酌シ、倚

多数例二就テノ再調査ラ考ヘテ居ル。
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其他自分トシテダヽ平素肺結核患者ノ診察二常ツ

テ､ハ脚気症状ノ有無二就キ多年注意シテ観察シ

来ツタノデアルガ、少クトモ動物性祚経系二於

テズヽ脚気二類似シタ症状ハ殆ンド見ラレナイノ

ガ常デアル。然ルニ植物性紳経系二於テノヽ相似

タル症状が見ラレル、殊二血眼ノ下降が類似シ

タ鮎デアル、血歴ハ両疾患二於テ共二下降ノ、

ノレゝ 自分ハ従来ノ記載サ見テ、肺結核ノ血屋下

降二就テハ熱ノ高イモノ、重症ノ者程著明1ヽ云

ノヽレル語デ常識的二常然ノ現象トモ思ハレルヤ

ウナ気ガシテ来テ居タノデ、今同東京市療養所

ノ各病舎ノ受持娶ノ協カユ依ツテ、熱無ク柴養

状態モ可、赤沈モ著シク多クハナク、病竃所見

モ膀り高度ナラタ者テ選ビ、叉他ノ外来患者

ニテナルベク新シキ病竃ノ所有者トイフヤウ

ナ者ヲ捉ヘテ血歴テ計ツタ處、ソレノ低キ者が

比較的二多キコトヲ見タ。最大最小血歴共ニサ

ウデアツタ、依ツテ之レニ糠｢エキス｣治療テ試

ミタノレニ、 ソレニ依ツテ急二上昇スルヤウナ所

見･ヽ得ラレナイ者ガ多カツタ、ソシテ長朋ノ間

二結核症欣ノ軽快二作ツテ浙次二上昇ﾌ､ル者ガ

多カツタ、其他ノ症栽トシテハ股動脈昔ﾉヽ時カ

陽性デアルガ、脚気程著明ニハ聴カレナイ、(肺

勁脈第二昔ガ肺結核二於テ多少弼盛トナルコト

モ知ラレテ居ルガ、之モ脚気程デハナイ、)皮膚

二毛絹管怒張ノ見ラレルコトナドモ血管弛緩ヲ

窺ハシ･･ル症状卜見ラレル、其他叉胃液分泌等

ノ疑化モ相類似シテ居ル。是等ノ諸所見ｦ･綜括

スルト、大鱈二於テ､肺結核デ･ヽ、植抑性紳経系

ガ脚気lヽ似タ方向へ冒カサレルモノト云ヒ得ル

‾1トヲぅ号ヘルo従ツテコノ雨疾症tｶ゛台｀併スレバ

不利ナルコトハ明力士ル故、肺桔核治療二常

リ、我邦デハ｢ヴィタミンJBIノ不足ナキヤテー

息考慮スルコトハ肝要デアル。

以上(ＡバＢバＣ)ノ各條下二掲ゲタル諸事項ﾉヽ

肺結核症二於テ植物性紳経系機能ノ冒サレル欣

況ノ一端テ示スモノト見ノレコ

　

トガ出来ル。

(ロ)人間ノ柱物性帥経系機能ニ就テ(植
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得ずル｢ホルモン｣作用、｢１オン｣作用等テ總

　

括シテ)

｢人間ノ植物性御経系機能ハ動物ナドニテノヽ到

底比較ニモナラタ程精緻敏感ナモノデ、人間ノ

植物性御経系機能二開スル賓験テ動物二於テ行

フ如キノヽ無意味ナリト考ヘシメラレル場合モア

ノレ程ニゝ大ナル相違テ有｀スルモノト考ヘラレ、

加之叉病原二對スル敏感度・ヽ個人個人ノ個醵二

依ツテ著シキ差違尹示スモノト考ヘラレル｣ト

カウ４フ推定テ以ツテ茲二考ヘテ進ノ･テ行ク。

此推定ノ起リノヽ脚気ノ研究カラ来タノデアル、

嘗テ脚気ノ原因像防及治療ノ研究二常ツテ、中

心問題トナツタモノノヽエイクマン氏ノ白米飼養

ノ鳥類疾患デアツテ、之レ。・ヽ大膿二言ヘバ脚気

が白米食國民二来ルト云フ流行病學的観察ト鳥

類ノ白米飼養疾患二寂癖症状が来ルト云フニツ

ノ黙カラ、一腹二同一疾患硯サレタ如クデアツ

タ。外國デ・ヽ多数ノ報告が出タガ、日本デモ常時

之レヲ同一視シテ居タ人が2、3アツタ、ソノ動

物疾患ノヽ糠叉ハソノ製剤一依ツテ忽チ快癒シ

タ、ソレデ人間ノ脚気ニモ糠製剤が有妓グトセ

ラレタ、此状態二在ツタ時、私ノヽ林春雄教授指導

ノ下二白米飼養ノ動物賓験テ行ツテ、其ノ所見

ノ脚気ト大二相違スルコトテ指摘シ、之サ同一

疾患ト見倣サンーハ少クモ先以テ其相違スル所

以ヲ説明スルコトガ必要グトシタ、常時叉人間

ノ脚気二糠｢エキス｣ヲ典ヘタ例二於テノ'ヽ明カナ

撥化テ認ノ･得ナカツタ。

　

ソレデ其ノ事賓テ登表

シテ該動物疾患チ白米病ト呼ビ、比較ノ決定－

デノ'ヽ別名チ附シオクガ常然グト考ヘタ、然ルニ

其後掲逸留學中、シヤウマン氏ノ記載ノ中ニ､動

物ノ白米飼養疾患二對スル糠ノ有妓成分､ハ｢ア

ルコール｣ヨリ邁二能ク水二溶解スルトアルヲ

見テ、吾々ノ日本デ使ツタモノノヽ、自製品モ亦、

販壹薬品モ皆｢アルコールエキス｣デアツタ事テ

想ヒ起シ、蹄朝後再ビ入庫内科二入リ、糠ヲ水

デ煮沸浸出シタル液テ用ヒテ試験シタ、自分が

陸軍省ノ臨時脚気病調査會臨時委員デアツタ開

係デ．ソコノ診療所デ特二循覗器症状ノ著明ナ

【第18巷

脚気患者ヲ選ビ、ソｙノ多数ヲ入津内科教室こ

燈リ、自製ノ水製糠｢エキス｣ノ大量テ輿へ、教

授及教室員諸君ト共二精細二観察シタ、ソノ時

初ｙテ極ノテ顕著ナル銭果ヲ見ルラ得タ、印チ

内服後2、3日目ヨリ尿量噌加、脈博敏減少、自

発症状ノ軽快、心臓其他循環器症状ノ急速ナル

恢復等が全ク紛フ方ナク鮮ヤカニ現､ハレルラ

見、像防試験二於テモ亦的確ナ成績ヲ･得タルラ

以テ、最モ顕著ナル特銭薬トシタ、前二用ヒタ

ノハ｢アルコールエキス｣デアリ、後こ用ヒタノ

ノ｀ヽ自製ノ水製｢エキス｣デアツタガ、今日｢ヴ4タ

ミンJBが水溶性｢ヴ4タミン｣デ通リキリュナツ

タ世二至ツテ、之レテ顧ミレバ何ノ不思議モナ

リ

却説糠｢エキスバ

物ノ白米病ト脚気トノ所見ノ相違ハドウ解スベ゛

キ乎、白米病デ重症ナモノ､ハ、鼠痩衰弱嬌餓死

二等シキ状態サ以テ発死シ、末期二御経血癖叉

）ヽ痙挙様症状ヲ呈スルノニ、脚気ノ重症ナルモ

ノノヽ彊壮ナル男子が急二衝心ノ苦悶ヲ訴へ、琥

泣軽韓反側少時間ノ後ニ・ヽ已二死亡ス、悔叉糠

｢エキス｣ノ作用仕方モ白米病ニテノ'ヽ注射後2､3

時間ニテ痙撃去り扇癖ニテ弊レタルモノガ歩キ

出ス等御経症状ノ急速ナル恢復二依リ、弧度ナ

ル祚紅薬ノ如クェ作用シ、人間ノ脚気二於テノヽ

彊度ノ強心剤ノ如クニ作用シテ其所見モ鈴リー

相違シテ居ル、斯カル相違ノヽ何二依ツテ来ル・ヽご

キ乎。自分ハ常時之レニ開シテ脚気ノ原因ニＸ

ナル原因的事項テ想定シテ説明スル外ナシト考

ヘタ。印チ脚気ノヽ軽度ナル｢ヴ4タミン｣訣乏(第

15表ノ白米嫌忌症状叉ハ繊痩衰弱等ノヽ未ダ現

ノヽレデル如キ軽度ナルモノ)ニＸナル不明ノ原

因が加ハツテ其ノ症状ヲ現ダヽシ来ルモノト４フ

意味デアツテ該表テ以テ説明シタ(東京醤學會雑

誌、大正８年第23妓、日本病理學愈々誌、大正10年

第11巻、誓學中央雑誌、大正11年第368抗)

其後｢ヴ4タミン｣゛｀Ａ,Ｂこ分レ、Ｂノ｀更ニBI･

B2‥‥等二分レタルヲ以テ、｢所謂軽度ナル銃

乏｣ト４フ意味。ハ其BIグケノ訣乏ト見l／バ、ｙ



第６胱】 田深＝定期健康診査二開スル諸問題

第15表

　

脚気ト白米病卜

鳥類ノ白米病　　　　　脚　鼠　症　状

急性重症ノ糠成分駄比較的軽度ノ¦

乏症　　　　　　　　

¦
糠大分峡乏↑゛

白米嫌忌（白米以外

ノモノニ對ジテノヽヽ峡
銀的食思尤淮）

観　　ジ 無ｙ

縦　痩 殆ソドナジ
殆ｙﾄﾞ｀

無ン

御経／機能性症状

　　＼纒　　　性

一一 -

- 有り
著明

心臓症状著明ナラズ
著明ナラザル

ペシ

有り

著明

レニテ解セラノしべ｀ク、腎事衛生昭和12年７月21

日読（入滞先生ト共述j－ハ此黙ｦｰ述ベタガ併シ

倚Ｘナル原因的事項ハ依然必要トシテ置イタ。

然ルニ其後未グ此ノＸナル原因的事項ハ見常ラ

ずル故、今之レニ就テ７人間ノ植物性御経系機

能が前掲推定論ノ如ク動物ト違ツタ敏感度ヲ有

スル事」之レ印チＸト解スレバ脚気二於テハ

「ヴ4タミンJBI訣乏二依リ、未グ柴養等ノ明カ

ニ冒サレデル間ニ、已二植物性紳純系が敏感二

感廳シ来ルモノト見ルコトヲ得べ｀ク、之レニ依

ツテ脚気原因ノ難問題モ忽チ明瞭トナルモノト

考｀ラレノレ。

ソコデ他方面二於テ之レガ例謐トナルベキ事賓

ナキャヲ考ベルト、自分が常カ問題トシテ居ル

事項トシテハ「アドレナリン」ノ致死量二就テ、

人間ハ動物ヨリ浅二敏感ト考ヘラlノル事ナドガ

其例トナツテ来ル。

均一ツ例サ畢ゲルト10診年前ノ事デアツタガ、

自分・ヽ嘗テ電車ヤ「バス」ノ中デ坐鐸ノ気持チデ

坐ツテ居テ、精御集中二多大ノ努カテハレト、

ソレニ依り脈樽ノ結代が起リ、ソレガ自分ノ感

ジデ分ル、ソレデ診断ノ篤メニ特ニャツテ見ル

ト、何度ヤツテモソレガ起り、詰り意識的二脈

持結代ヲ起シ得ラレルコトヲ慌験シ、之レラ迷

走御経緊張（ワゴトニー）ト解シタ、ソレ以来ハ

自然二起りサウナ時ニハ映万波デモ見タリシテ、

気ヲ紛ラスニ努メ、パッパツト軽ク脳ヲ使ツテ

集中シナイヤウユシテ居ル中ニ、何時トノ’ヽナシ
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こｰ、気付カタ間二治ツテ行ツタ､、此ノ事賓列司

想シ、精御ノ影響二依ル人間ノ植物性御経系ノ

働キ・ヽ、全ク動物ナドユ就テ想像モシ得ずル現

象ラヌｌス¬1トガアルト考ヘル。

斯カル個々ノ事例ハ上掲ノ推定原理ノ謐明トシ

テ引用シタモノデアルガ、ソ¬1デ此ノ原理｡ハ常

識上ドウカトイフニ、諸種ノ蓼術、美術其他ノ

巧緻運動等二於テ、人間ノ運動紳経が、アレ程

精細微妙二誦ノ働キニ庶ジテ動ク敏感度サ考ベ

ルト、人間ノ感情卜密接不可分ノ植物性御経系

機能八一層敏感二反庖スベキ==llヽハ常然ノ事ト

考ヘラレル。個､々ノ官能トシテノヽ動物ニモ例ヘ

バ犬ノ嗅畳ト４フ如ク人間ニモ優ツタ黙モアル

ガ、一般トシテハ人間1ヽ動物ノ間ニ・ヽ精御ノ働

キノ差異二比例スル丈ケノ相違が、動物性御繩

系機能ヤ植物性御経系機能ノ間ニモ存在シテ然

ル゛キコトグト考ヘラレル、今日ノ賓験醤學が

動物賓験ラ基礎二置ｆテ居ル以上、此黒しヽ十分

明カニシテ置カネバナラナク、叉精御療法其他

鱈育、鍛錬等ノ宣行二常ツテモ十分顧ミネバナ

ラナイ所デアル。

以上ノ･ヽ｢ヴィタミンJBIノ訣乏ニョリ人間ノ植物

性御経系､ハ極ｊテ敏感二冒サレ、篤タニ動物ノ

白米病ニノヽ全ク見ラレデル如キ症状ラ呈スルモ

ノト解憚シテ、脚気ト白米病ノ相違ヲ説明セン

トフヽル篤ノノ推定論デアルガ、脚気ノミニ就テ

考へ居リタル間､ハ、除り便宜主義ノ勝手ナ説明

lヽナラン'‾1

　

トテ恐レテ居タ。然ノしニ争結核研究

ノ上二於テモ亦同様ノ推定二到ツタノデ、相役

ツテ茲二所兄テ述ベテ見ルコトニシタノデア

ノレＯ

人間ノ結核二於テダヽ前條二述ベタルガ如ク、植

物性御経系ヨリノ影響極ノ･テ顕著ニテ、大正15

年ノ木總會二於テモ梢ｌ詳細二説明シテ置イタ

ガ、其後ノ研究二於テハ一肩二之レサ重視スル

ヤウユナリ、遂二上掲ノ如ク解フヽルトキ､ハ結

核ノ動物賓験成績が人間ト相違フ、ル黙ノ説明ニ

モ、亦人間ノ個人個人二依り結核症ノ消長が甚

グシク相違スルコトノ説明－モ各種ノ場合二理
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解シ易クナルモノト考ヘル(次項(ダレノ條下參

照)尚結核ト脚気トヲ斯ク相拉ベテ考察スルト、

脚気原因ノ説明二於テ、常二問題トシ来リタル

7夏季二症状著明ナル患者ノ多キ理由｣ハ結核

症ノ経過が夏季二不良ナルコト及ビ次項二述ブ

ル鼻炎ノ例ナド゛カラ之亦説明が容易トナル。

(八)人結核症ノ憧防的治療二就テ

肺結核ノ登見治療及憬防上ニハ、喀痰ノ問題ノヽ

固ヨリ重要デアルガ、保防的治療lヽシテ｡ハ更二

進ンデ開放性肺結核患者ノ喀痰ラ減少セシノタ

リ、喀痰ヲ気道内等二於テ滅菌シテ腔内傅染テ

橡防シタリスルエ夫二研究ノ重鮎ヲ･置キタイ。

大正15年二本總會二於テ(結核第４巻第7、8妓)

橡防的治療ノ考ヘノー説明トシテ、病竃ノ披

大ヲサヘ憬防シテ居ル==1トガ出来レバ、鳶病竃

ノヽヽ自然二治癒シ行クベキコトテ治療ノ方針ト

シテ述ベタ、其後叉咳楸、喀痰二對スル治療的

處置モ、軍純ナル對症療法デハナク、像防的治

療ノ見方二於テノヽ、一種ノ原因療法ニナリ得ル

コトヲ述ベタ(金原書店晋行ノ｢肺結核對症療法｣叉

・ヽ治療薬報昨年１月琥)等。人間ノ結核症ガランケ

氏ノ２期デ止－ラナクテ、肺結核トシテドコ迄

モ蔓延シテ行クノノヽ喀痰ノ腔内傅染アルガ篤

ノ'ヂアルコトカラ推シテ、サウ考ヘデルテ得ナ

･1(同様二尿等二依ル蔓延二就テモ亦、斯ク考

ヘルコトガ出来ヤウ)、事賓叉統計的観察二於テ

非開放性肺結核ノヽ普ク知ラレタル如ク、開放性

肺結核二比シテ逢二経過が良好デ吾々ノ今同ノ

調査二於テモ、前ニ(２バＢ)ニ於や東京府立静

和園へ燈ツタ患者ノ経過ノ良好ナルコトノヽ表デ

示シタ通リデアル、此意味二於テズヽ喀痰中ノ結

核菌検査ノヽ周園ノ安全ノ篤二必要ナバカリデナ

ク、本人ノ禄後ノ安全ノ篤ノニモ必要デアル、

斯クシテ喀痰ノ危瞼が減少ス1ノバ周園ノ人二對

フヽル結核像防ノ上ニモ妓果ノヽ甚グ大デアル、故

二気管内喀痰沁毒ヲ理想的二行ヒ得ル薬剤が出

来1／バ結核治療及ビ像防､ハ最モ簡易化サレル筈

デアル。

動物賞験ノ結核(人型菌結核)ニ溶出型ノ少キコ

【第18巻

ト及ビ喀痰ノ見難キこ=1トモ、動物ノ結核が諸種

ノ治療試験、猿防試験二於テ折々成功シ易ク、

人間ノ肺結核二於テハ、ソレガ困難ナルノ差ア

ル理由ノ一ツトスルコトガ出来ヤウ。

以上ノヽ人結核症ノ病竃披大猿防ラ目的トシタル

猿防的治療トシテ今日述ベントスル要黙デアル

ガ、更二保防的治療ノ考ヘテ以テ遡テ行クト、

次ノ如キ開聯問題が起ツテ来ル。

動物ト人間二於ケルp割炎ノ有無及ビ病竃状態ノ

相違二就キテノヽ、人間ノ植物性御経系機能ノ敏

感ナルコトラ一原因トシテ見得ナイカ。

分泌二就テヘ少クトモ鼻粘膜デハ、精御状態

二依ツテ噌減スルコトアルハ明カデ、ソレノ備

物性御経系機能ノ開係ト見ル外・ヽナイ、気管、

気管枝等二於テハドウカ。

鼻粘膜ノ分泌二就テヘ精紳作用ノ影響二依ツテ非常

二高マルモノデアノ1/コトヲ、自分､・ヽ2、3年来自分ノ身

二於テ磐験シツヽアル處デアノl/、ソレ／ヽ耳鼻専門家カ

ラ。・ヽ神経性鼻炎1ヽ診断セラ1／テ居ルガ、好ｙデ夏季炎

暑ノ候二精神疲勢ヲ感ズルトキニ景jスル、ソ1ノノ晋現

シ'易キ状態ニナルト、日常ノ同診位ノ精神作業デモ甚

ンク鼻汁流出、無捕｢-・スク｣ヲ用ヒテ同診｣ｽﾉ1/外ナキ

ロトモアノ1/。噴喋、鼻汁過多、稀二摩感、鼻閉塞等感

冒ト全然同株／症状が起り来ルノデアノ1/が、耳鼻科

専門醤・ヽ鼻粘膜二何等他曼的愛化が認メラ1／ズ1ヽs/、

之レヲ御経性鼻炎ト梧ンラ｀居ﾉ1/、事賓叉勉強ノ疲l／、

不眠ノ後等二特二多夕景ン、他ノ事デ精神が緊張ジタ

リ興味アル事二紛レタリｙテ居ル時ハ全ク起ラズシ

テ、後ニナツテ人二笑｡・ヽl／ルコトモアル程ニテ、精紳

的影響ヲ受ケルコトハ明カデアル、郎チ粘膜分泌が少

クモ鼻二於テハ精神作用如何二依ツテ：充進｡スルノ貿

謹1ヽ考ヘノ1/ノデアノ1/が、然t／バ気管、気管枝二於テハ

如何、蓋シ相似タル開係ノ仏ｽﾉ1/可能性・ヽアラウ。

病竃ノ賛現二就テノ､機能性病理學が｢器質的疾

患二就テモ身醵ノ機能的受化絞賛スルコト｣グ

唱へ例ヘバ胆石ノ成因デハ胆道ノ植物性御経系

支配障碍ノ結果迩動障碍1ヽ共二分泌異常ノ起ル

ガ主ナル原因グト説明スル如キノヽ、像防的治療

ノ考ヘヨリ兄テ最モ多ク興味ヲ感ズル所デアル

ガ､結核二於ケル治療ﾉ對象モ其ﾉ機能的前脹徴
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候－デ進ノ･テ行カレナ４カ、病竃ノ浸潤二就テ

､ハPfaff, Herold M氏｡ハ其著Grundlagen einer

neuen Tberapieforachung der Tuberku】ose　ニ於テ

結核菌ヲ静脈内二注射スルlヽ病竃ノ出来ル場所

デ・ヽ、先ヅ血行が遅クナリ(甚グシケレバ、止

マル)、ソt／二次デ浸潤が起ルlヽ云ツテ居ルガ、

此ノ血行ノ遅クナルコ1ヽノヽ一ツノ機能的髪化デ

ハナキカ、之レハ上記ノ如キ前躯徴候トシテ見

ラtノナ４カ、叉青年ノ春機貨動期二結核症ノ特

シ易キコ1・テ植物性紳経系ノ｢ラビ一ル｣ナルニ

開聯セシメテ考ヘル説モアルガ、ソし／モコヽ･ニ

參考トナラナ４カ。

叉結核症ノ活動性症状二就テモ、出来ル丈ケソ

l／ノ登現テ憬防的二治療フ、ル各個ノ着眼鮎ヲ登

見シ得ナ４カ。是等ノ問題二對シテ植物性紳経

系機能乃至精紳作用ノ開係ラ明カニセントスル

コトヘ憬防的治療研究トシテハ最モ重要視フ、

ル所デアフレｏ

(C)唱道ノ由来、賓施ノ経過及ビ現在ノ賓行問

　

題

弦二唱道ト４フノハ赴會へ向ツテ唱道シタコ1ヽ

ノ意味デアル。

　　　　　

-･

健康診断ノ保ハ近来甚グ旺ンlヽナツタガ、賓際

有政二行ハtノルノハ、今尚赴會ノ一小部分二過

ギナ･1、今後ノ開拓上ノ參筈ニモト自分ノ経験

テ述ベテ見ヤウ。

･‾サナトリウム｣療法ノ始岨ブレーメ　几先生ハ結
一 一 一

363

ニニ先生ノ人工気胸ナドガ始ノラレテハ居タ

ガ、吾､々今未グソレ1ヲ知ラナカツタ、其ノ2び鹸

年前ノ昔、自分ハ初ノテ肺結核像防方法lヽシテ

有数ナルベ｀キ宣行問題ラド
一 一

ﾉｏレ先生ノ原則トシタル醵質論が根強ノ喧力・

コトグ認ノ･、ソレヨリ推シテ呼吸蔵操ヲ･選ン

グ、ソコデ外因二於ケル諸家ノ呼吸偕操方式ナ

參酌シ、皮膚鍛錬、「－、サージ.薄テ旭川シタ

ルミユルレル式慌操テモ加ヘテー定ノ式元

シタ、呼吸醒操ノ原理二於テ｡ハ深呼吸1ヽ蒙j･テ

肢偕､躯幹ノ超動ザナシ、依ツテ以テ心臓虚弱ナ

者ノ錬磨テナサントスルガ第一ノ目的デアル黙

ヲ･狙ツタモノデ、生理的療法ト呼ングコ1ヽモア

ルＯじノ理論ハ賓験娶法大正７年７月抜ヨリ10月妓

マデ｢呼吸器操ノ生理｣トシテ掲叔、叉其ノ成績ノー･端

｡・ヽ呉秀三教授在職25年記念文集二掲ゲタノド跡見女

學校二於ケル呼吸暦操貨施成績二就キテ｣ニ略述)。

今呼吸膿操ノ原理、適座症、賓行力法等ノ大要

ヲ･簡軍二表デ示セバ左ノ通りグアノし･。

　　　　　

第16表

　

呼吸若操ノ主要目的

１。心臓ノ錬磨(茄度悳動ノ準備渥動)

２．肺活量壇大

３．呼･ｎ(螢好坊本)練習

4.

　

鼻呼吸練習

５．

　

筋紳経各個錬臍

６．皮膚鍛錬

７．胸廓ノ矯正

８．姿勢ノ矯正

９．均整身若美ノ養成

10.精紳紳経訓練

　　　　　

第17夫

　

呼吸若操適惑者・例

1. mmニテ動作息切レノ起り易キベ

２．好最ノ足ラザル者

３．口呼吸ノ癖アル者

４．

　

胸廓ノ形状及呼吸悳勁二不完全ナル所アル者

５．具他部分的二筋緋糾ノ沁利十ル所アル者

６．感冒二罹り易キ者

７．紳経症状ノ或ルモノ

８．

　

胃腸症状ノ或ルモノ

９．

　

新陳代謝疾患ノ或ルモノ

10．老人性礎調防止法lヽシテ

核菌登見前ノ事¦･テ常時ノ病理學説二従ヒ、「肺

臓ノ大サノ割合二心臓が小ク血管が細イに1フ

ヤウナ虚弱ナ蔵質テ有スル者が肺結核症テ貨ス

ルノグト４フ値質論カラ出鍵シ、戸外ヤ於ケル

適常ナル運動二依り心臓錬磨ノ成縁に畢デャウ

トシタ、其後結核菌晋見以来、世界ノ結核年門學

者。・ヽ畢ゲテ結核像防及ビ治療ノ特殊療法丿戸結核

菌製剤二依り達成センし･､～ニ努カシ、慌質論

等ハー般トシテハ殆ド顧い）レナカツタ時代モ

アツタガ、夫等ノ研究が何レモ皆共ノ目的ヲ達

セデリシヲ以テ、世ハ復タ再ビ膿質論二耳ヲ籍

サンlヽシテ居タ、常時外科的療法・ヽ既ニフ。ルサ）
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第t8表

　

呼吸器操ノ仕方

１ 用　　　意 正　安　臥 按　　　　撫全身筋緊張

２ 呼吸筋訓練 上胸部鎬大 下胸部楯大
横隔膜
　腹筋練習

３ 呼吸式練習 上胸部呼吸 下胸腹式呼吸 合式呼吸

４ 深吸気姿勢 大姿勢吸気 小姿勢呼吸

５ 筋　緊　張
腹背筋緊
張

側筋緊張 腹筋緊張 背筋緊張

６ 頚部屋動 左右回旋 前後屈 左右屈 廻特漉動

７ 胸部渥動 後屈呼吸 前屈呼吸 偏屈呼吸 捻屈呼吸

８ 瓢幹悳動 回旋逐勁 屈旋直前　　車輪形運動

９ 肢鱈渥動
自制直前
(怪力運動)

跳謬悳動¦平均逐動･筋弛緩
　　(巧緻練習)

10 皮膚鍛錬 手指摩擦 叩　　打 冷水摩擦 乾布摩擦

第６圖

　

上胸部捺大

第７圖

　

下胸腹式呼吸

． - - Ｉ ｒ 〃 － － 〃 Ｊ 〃 ･ -

用

　　

意

皮膚鍛錬

乎

　

呼

　

吸

　

贈

　

操

iE安臥

摩

　　

擦

　

111】

　

打
冷水摩癩卜乾布摩擦

于

人手叉ハ自分

空気浴

　

ぐ日光浴）

肢僣運勁

趾運動
指渥動
下腿運動
前躊運動
下肢及ﾋ肢
緊張

歩

　　

行

足運動
手運動

大腿運動

¦

臥位叉･ヽ倫坐

ノ末梢筋

【第 1 8 倦

－ 一 一 一 - 一 一

此／動態寫ａハ私が呼吸箭操ノー部

ヲ回演シ、ソレヲ矢部升氏が撮クタ

モノデアル。上胸部福大卜云フハ吸

気ヲシナイラ｀･。上胸部タ'｀ケヲ捺大ン

タモノデ下胸腹式呼吸ハ吸気ト共二

下胸肋骨部福大ト横隔膜下限トヲ行

ヒ、呼気ト共ニソレヲ縮小シタモノ

九共二呼吸筋ヲ隨意的二勁カヌ練

習デアル。

普通ノ呼吸型ヲ動態｢レントゲン｣寫

既ｆ見ルト、横隔膜が上昇｡スル時

ニ、肋骨ギド降スルガ、此ノ呼吸運

動デハ大箭二横隔膜が上昇｡スル時

ニ、肋骨モ上兄シ、所謂paradoxe

Bewegung

　

ノ型ヲナシテ居ル、之レ

丿部分的呼吸筋ノ特別ナ練習ノ焉

へ特ニサウイフ悳動ヲヤシタカラ

デアノレ。
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田深＝定期健康診査二回スル諸問題

　　　　

第８圖

　

Z(l除年前ノ呼吸胎操ノ寫ａ

胎動迪‥乱fり咬りベレ宸でゼ粟考丿!j溥學緊ぽ田
１ 皿 植４

スルニ至ツタ、同時二叉病者二對シ佐表平呼

吸胎噪）サ試し阻重テ要フヽルコ1ヽラ知ツタ､呼吸

碧操二就や･ヽ近頃復タ再ビ嘸用法等ヲ検討中

デに何レ取縄ｙ特表シ得ルモノト考へづ､ぐル。

常時叉公立療養所ノ入所患者二重症考多々、死

亡率高キー］トガ問題トナリ、結核早期診断ノ普

及及ビ恢復期患者ノ始末ノ急務タルコトガ感ぜ

365

　　

此ノ寫ａ･･大正７年ノ頃ｊy業ノ日礼二掲載セラレタモノラ･'アル。其後10能年ヲ糾りzル時､労資協調分

　　

ノ某君力゛地方硯嘆ノ際、上州富岡ノ製絲工場ニテ講習會後最モ有戟トンテ引績キ賓行ン川ルヲ間イテ帰

　　

ヘラレ、私ヲ訪フテ訊明ヲ求メラレタ故、嘗ｆ｢賞業ノ日卜二掲ゲタル事ヲ告ゲタ、其後同行ハ態々同

　　

此ヲ尋ネテ之レ･ヲ見出シ、寫具及ビト文ヲ寫シテ配布サい、具一部ヲ仏ニモ逍ラレタモノデアル。貢演

　　

者･ヽ私ト、跡見女學綴暦操教師戸谷富太郎氏ト東洋高等女學樅僣操教帥伊洋エｆ女史ト學生１人デアル。

大正７年頃ヨリ敷年間服操家等ノ間へ講習會ニ

　　

ラレタ、デ、全国公立療養所長會議デヘ人正

依ツテ之レノ普及二カノタガ、常二肺結核ノ患

　　

11年ノ第１同會議以宋行年必ズ健康相談所開

者ニハ禁忌タルーリヽラ論イテ居タ、然ルニ常時

　　

設ノ要望が上議セラレ、叉政府へ建議モセヤレ

折々偶然ニ、全夕健康二兄エ･し≒々ノ間二著明

　　

タガペ祐軋第18を第１妓所截)、容易二百現二到

ナル肺結核病窟テ有ノ､・行アルバとタノデ、[－

　　

ラナカツタ、尚大正14年ニハ小行川匹大塚二

分ナル健康診断サ行ハズシテとレフ勁行丿いK

　　

東京市衛生課ノ健康相談所が全ク無禄算ノ間カ

ノ危瞼尹感ジ、健康診断ノ普及ラ以テ先決問題

　　

ラ、暇建築ザ以々開始せレ、東京市療養所員ノ

1ヽナシ、呼吸幄操ノ普及運動ハ自然ニー‥一一時中1ﾄ。

　

笏務樅供二依ツヶ盲施サレタゼ、受診者ヤ大抵

皆病尺デ、健康各’ノ診余ヲ望ム者ハ種カノ努力

ニモ拘バラス殆ドナカツタ、ソレデ初ｙ々此ノ

犬衆啓蒙事業･ヽを外十大難事業タ）･1フコlヽが

感ゼパレタ。

健康診断盲行中、暴生、看護婦等ノ中二微熱所

有者ノ非常二多倣ナヽテ貼りｰ（（１）（Ｂ）參照･、

初八八こレ九万動性結核濯心延ノ象徴1ヽ考ヘタ
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故ヽ健康診膏普及７極ノテ急務ナJにllヽラ痛感

゛ゝ ソレノ成否如何コソ賢二我邦ノ結核漆防事

業成否ノ分岐黙ド･'デ感ジタ、ソレデ｢像防脊

學賓地｣ノ開拓トシテ先輩、有力煮、親族等ノ

間へ説明二努ノタ所、其結果遂二昭和３年二成

器寮健康相談部､成器寮｢ブレペ｀四ヽリウム。(大

人｢プレ･ヽごントリウム｣､聳養室(２バＢ)耘照八及

ビ健康診査普及會(後一診療所取締規則施行ニ

常リ、其筋ノ命二浪テ成器寮ヨリ分離シ、日本

延命協會lヽ改研スリ３者テ綜合シタル成器寮

醤陀ガ成立シタ、健康診問汐診喪方法、處理方

法及ビ普及方法ノ研究拉二唱道ノ手殺トシテ、

常時ハ斯カル賓行機閲創設貝外二全ク有意義ナ

道ガ考ヘラレナカツタカシデフ 'L。

成器寮創立常時標語ノヤ1｀ノニ唱這セ⊃シレタ語ノ

一ツノヽ、｢病人デナデレバ醤者二用ハナ･1ト思

フハ誤リグ、病気ニナラタ拐ノニ析カ聾師二診

テ貰フコtヽガ醤業二對スルー般針會ノ通念ニナ

ラネバナラナ４｣ト４フコトデアツタ、久校娶、

工場腎等ノ如ク家庭腎トシテ其家二病人ノ出来

ナ４ヤウニ診テ行クコトガ醤:裳ノー部ニナラネ

バナラナ41ヽノ主張デ、誕生日健康診査、家族

的健康診査、圃借的健康診査等ノ語ガ用ヒラレ

タ、ソシテ講演ニ、庶訣仔ニ、印刷物ニIヽ各種

ノ機行ガ利用サレ、常ニj10年モタツタラバ、

昔ﾉヽ病人デナタレバ河師二用ハナ･fモノト思ツ

テ居タ時代モアツタト４フ語リ草ニナ･Lヤウ

ニ｣ト述ｇタノデアツタ。

定期健康診喪トイフ語プ用ヒタノハ、昭和４年

存ノ朝日新聞針講学二於ケ石1浴醤學講座講演

調書第３輯

【第､18巷

ヲ得タ、患者二對シテハ初ｊハ安静ヲ巌守サセ

ルコトニノ£傾キ易クアツタガ、其後次第二経

験ヲ積ミテ勇気ヲ得、少シヅツ運動、仕事テ加

味ソ､九コ1ヽが出家ルヤウーナツタ所へ、健康診

査二依ツテ脅兄サレタ患者ハ意外二経過が良好

デ仕事二堪エルコ1･チ見テ、漸次作業療法叉ハ

職業療法ノ経験ラ積ミ、一精紳療法ノ一ツトシｆ

有数ナル賓績テ認ｊタ、ソレデ結核燥防ノ大眼

目Iヽシテ常然ノ事ナガラ死亡率ノ減少ト職業ノ

持績トテ併:ハセ考ヘルベキコトノ4Zヽ要ヲ改メテ

認識シ、昨年ノ本會二於ケル死亡統計作成二開

:ノ、ﾉﾚ報告ラ以テ筋道グケハ一段落トシタノデア

ル、以上述べ｀タ経過ヲ一ツノ表二部ノテ見タモ

ノガ次表デアル。

　　　

第19表

　

由来、経過、現在ノ期望

「ブレーメノl/

　

サナトリウム」1854

　　　　

（療養所、病院ﾚ

　　

安静、大気、柴養

外科的療法

　

(T人工気胸)

　　

1894

　　　

↑
健康相談所
(米國ノ延命協會)
健

　

康

　

診

　

断
定期健康診査

　　　

↓

揚養、鍛錬、矯正

　

呼･吸僣操

職業療法(精紳療法)

　　

什事程度表

「つロニー、
護園、大礼

ｙトりT｀アム

児童毀

プレ

　

ベ

↓

ｉ

！

―

‐

－

‐

　

‐

＊←●-･･･-

/

呼吸暦操
１

票響丿‘燦‘

－
－

１

l／レ"

　

Ａ／

　

卜

　

¦｀＼

　

｜

　

卜微熱

バ

十☆経過良

髄質論

結核菌
18S2

床感染者我見
・

’

‘

―

初感染時期

∧

　　

植物性I
＼ど･、

　

神彩

　　

心

－

4

幾能性病理學

　　　　　　　　　

メＢＣＧ等

　　　　　

゛

此表ノ大要ハ已二上二段りヽ略述シテ来タノデ

７ルガ、尚1、2ノ説明ヲ･補足シテ置カウ、吾､々

が健康診査ノ唱道二努ノテ居ル間二諸君二依ツ

テ未感染者及ビ初感染者ノ疫學的意義が開明セ
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ラl／、健康診断二於ケル最モ重要ナ着眼黙ノ一

ツトナツテ来タ、従ツテ叉ソレガ硯養鍛錬、職

業療法、大人｢プレベントリウム｣等二對ス川鮒

係ハ極ｙテ密接トナルニ至ツタ、殊二木感染着

ノ虚弱者ナド＝-ﾊ呼吸僥操ノ如キハ最モ適スル

デアラウシ、初感染者、殺病者ナドユハ職業療法

ノ如キノヽ特二注目二値ソ、ルデアう‥八是等ノ問

題ト共二植物性紳経系機能乃至機能性病理學ノ

問題モ新シキ研究目標lヽナラiヽバナナ)ナ４、址

等ノ研究過程ヲ上表二部ノタ積リデアペ

終二臨ミ斯カル方面ノ研究二依ツテ将束ノ我邦

ノ結核像防事業ノ賓績上二有カエ寄典シタキ希

望ヲ以テ次ノ結語ヲ･掲ゲテオク。

結語我邦ノ結核像防事業ノ目標ハ、外國トノ

統計ノ比較叉ハ米國｢フレミンガム｣ノ成績等ヨ

リ見テ、第１ニ其ノ死亡卒ラ現在ノ５分ノ１以

下二減ズルコトデアル゛キデ、ソレノヽ理論的ニ

ハ現在既二知ラレ居ル事項ノ庖用二依ツテ、完

全ニヤレバ斂年間ニデモ大値出来ル筈ノ仕事デ

アル、此ノ意見ノヽ大正12年ノ木總介二於テ述

斗夕所デアルガ、賓際ノ年限ハドレ丈ケ完全二

近クヤレルカニ依ツテ極マル譚デアル、而シテ

其完全トイフハ要スルニ、健康診断ト診断結果

ノ處理問題ノ普及チ根本トシテ居ルノデアル。

然ルニ健康診断結果ノ處理へ多クノ時間ヲ要
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スル仕事デアルカラ、全國一般ノ宣地聾家ノ總

動員的協カサ得ルーアラデレバ到底徹底ヲ･期セ

ラレナイ、ソレニハ健康相談所所次噌加シ、青

少壮年ノ醵力國家管理モ将二行・ヽレントスル今

日、一般二施用シ易キ簡便ナル處理方法ノ有政

適切ナルモノノ急速ナル政達が最モ必要デア

ル、こ等ノ考ヘヨリ研究ノ中途ニテ不備ノ毘多

V･モ、敢テ一憲ノ取縄ノサナシ、同攻諸君ノ斧

正ヲ仰戸1トトシタ次第デアル。

而シヤ其ノ宣行方法ノ中心鮎・ヽト云ヘバ、定期

健康診査μ復期間長日_剛;程度表トヲ適切二組

合ノヽセテナルベク祚會ノ賞騎ニモ適合サセ、ソ

レニ硯養、鍛錬、矯正ノ方法、適常ナル収容施

設ノ利用等肺結核一般療法ノ原理二準ジタル事

項ラ通常二配伍シ行クコトニナルベキデアル。

併シ之等ノ具膿案ハ多少｡ハ人二依ツテモ相違ス

ルデアラウガ、T兎二角一層斬新的確ナル治療法

叉ハ憬防法ノ完成スル迄ハ斯ウイフ方面ノ醤學

及ビ宣地ヲ･世界二對ソ、ル我邦ノ特色ト４フ程二

勃興普及サセ行ク方針が、結核慄防ノ資源甚グ

貧弱ナ・我邦二於へ速急二死と率減少ノ宣績

ヲ'畢ゲル鴎メニ最モ有カデアルド考ヘル。而シ

テこレノヽ叉一般的認位向上ノ問題トシテモ常然

大二特達セネバナラナイ領域デアル。

文献:－上文中及ビ欧文抄録ノ終二掲ゲテアルガ、其他ハ今後ノ個々ノ問題報告ノ際二譲ル。

　　　　　　　　

(上文ノ抄録､・ヽ今年４月２日總會席上印刷物トシテ配布シテアル)

附記:一本文中二掲ゲタル集團検診其他ノ詳報ハ近トノ｢結核｣ニ掲載ノ像定デアル。

　　　

附表:一肺結核患者ノ慄後等二開スル統計的観察(昭和５年ノ本總會演説)ニ於テ椙ゲタル表

佛
一
男 女

１

宗教ト護後（東京市療養所最初10年間ノ統計）

教｜紳

　　　

教；「キリスト」数

計 男

治癒軽快率

-一

死

　

亡

　

串

13.9

　

I 17.5　　36.4

70.6

―

―

―

・

‐

―

－

63.5

　

j

　

57.9

女 計 男

15.7

　　

29.2

　　

34.9

60.5 58.8

　

ト1･1 。2

無

　　

宗

　　

教

女
-

23.4

45.9

計

　

ｌ

　

男

30.6

44.9

19．8

73.4

女 計

11．7

　

1

　

17.4

82.6

　

76.1
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２

田渫＝定期健康診査二回又ル諸間題

教育ト慄後(東京市療養所最初10年間ノ統計)

t第18巻

－９ 賓　　　　　　撒　　　　　　　　　　　　串

治癒軽快｜死　　　亡ｌ治癒軽快 死　　　　亡

尋常小學

男 888　　　　1　　　　2956 19.6　　　，　　65.4

女 457 1948 16.6 71.3

計 1245 4904　’ 17.2　　　　　　　　　　　　67.6

高等小學

男 266 803 19.3　　　　　　1　　　　　　58.1

女 56 335 10.6　　　　　64.4

計　1　　　322 1138 16.9　　　1　　　59.9

中　　學

男 225　　　　　　’　　　　　　599 19.7　　　　　　1　　　　　　52.5

女 43　　　　　　1　　　　　　　152 16.0 56.7

計 268 751 18.9　　　1　　　53.3

高等學校

専門學校

男 35 40　　　１　　　29.7 33.9

女　１　　　１ 1　　　　　　　；　　　　　　　12.5 12.5

計 36 41　　　　　　1　　　　　28.6 32.5

大　　學

男 32 46 26.9 40.0

女 １　　　！　　　　　０ 100.0 ０

計 33　　　　　　　46　　　1　　　28.4 38.8

其　　他

男 68 258 13.8 52.5

女 51 202 17.2 69.6

計 119 460　　　１　　　15.2　　　１　　　58.3

此ノ数字二對シテＪヽ年齢、地位等ノ開係モ顧ｉテ批判セネバナラナイ＝=･ト･ヽ勿論デ

アルガ、大赦二於テ敢育程度ノ高イモノガ低イ者ヨリ成績ガ良クナッテ居ル。

３

月別死亡率(東京市療養所)(率.・ヽ對月別在所者数)

犬、
大正　1
10年　11年･，12年 13年 14年

昭和
元年 ２年 計 平均

１　月 11.5 10.5 9.0　1　　9.1 10.0 (7.5) (6.1) I (63.7) I (9.1)

２　月 (10.3) 　　　　　　　　　　｜（8.8）i　8.6 (8.3) (7.4) (7.4) ６．６ (57.4) (8.2)

３　月 11.2 10.7　I (8.0) (7.8) (8.4) ９．４ ８．６ 64.1 (9.1)

４　月 ‘11.1　1　10.3　; (7.6) ８．８ (8.4) 9.0 ９．０ 64.2　! (9.1)

５　月 12.8 13.1 10.3 ９．３ 8.9　1　8.4 ８．０　　　70.8

－■　－　■　　　66.2

10.1

６　月 11.0 10.9 ９．１ ９．５ ９．０ ８．６ ８．１ ９．４

７　月 13.8 12.9 11.0 11.6 ９．７ 10.2 ８．２ 77.4 11.0

８　月 13.6 12.4 ８．５ 10.1 10.9 ８．３ ９．０ 72.8 10.4

９　月 11.5 11.8 ９．２ ９．６ ９．４ ８．３ (6.0) 65.8 ９．４

10　月 15.7 ９．９ 14.9 ９．３ 11.5 ９．７ ６．９ 77.9 11.1

11　月 (9.2) (7.1) 13.6 ９．３ ９．１ ９．０ (6.3) (63.6) (9.1)
-
9.512　月 (10.6) (9.3) 11.8 ９．０ 11.4 (7.0) ７．１ 66.4

ゴs／。ク文字｡ハ各年ノ最高率、（

　

）ヲ附シタノいヽ各年ノ最低率二宮ル。


